
議会だより
かつらぎ

101
2024.06

02　 町民の思いに応える予算
18　 庁舎建設 ３年後には建設が始まる？
20　 一般質問　町民のおもいを届ける60分
29　 題字は「かけはし」に決定！！町花でもある紫陽花が

咲き誇りました!

あじさい

丹生酒殿神社のあじさい（三谷）



令
和
６
年
度
予
算
は
、
町
民
の
思
い
に
応
え
る
新
規
事

業
が
多
い
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
。
議
会
は
一
般
会
計
お

よ
び
国
民
健
康
保
険
事
業
、
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
を
賛

成
多
数
で
可
決
、
上
水
道
と
下
水
道
の
２
会
計
、
そ
れ
以

外
の
４
会
計
を
全
員
賛
成
で
可
決
し
た
。
２
〜
13
ペ
ー
ジ

で
予
算
を
特
集
す
る
。

 

ま
ち
づ
く
り

役
場
の
現
在
地
に
民
間
の
事

業
者
に
よ
る
、
に
ぎ
わ
い
づ
く

り
を
目
的
と
し
た
新
庁
舎
建
設

の
市
場
調
査
と
用
地
買
収
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事

業
に
よ
る
地
域
優
良
賃
貸
住
宅

の
業
者
選
定
を
行
う
。
ま
た
、

都
市
計
画
お
よ
び
下
水
道
事
業

計
画
の
見
直
し
な
ど
を
実
施
す

る
。 

福
祉

妊
婦
健
診
の
充
実
と
町
独
自

の
妊
婦
へ
の
通
院
補
助
、
こ
ど

も
食
堂
へ
の
支
援
補
助
、
障
害

者
用
の
屋
根
付
き
駐
車
場
と
点

字
ブ
ロ
ッ
ク
の
整
備
、
帯
状
疱

疹
予
防
接
種
事
業
補
助
金
、
応

援
ク
ー
ポ
ン
券
事
業
（
ご
み
袋

と
３
０
０
０
円
の
ク
ー
ポ
ン

券
）
な
ど
を
実
施
す
る
。

 

教
育

笠
田
小
学
校
の
水
泳
指
導
業

務
委
託
、三
谷
公
民
館
の
整
備
、

歴
史
民
俗
資
料
館
の
整
備
工
事

な
ど
を
実
施
す
る
。

 

そ
の
他

花
園
地
域
に
お
け
る
バ
イ
ク

愛
好
家
へ
の
魅
力
発
信
事
業
、

申
請
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化

と
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活
用
し
た
予
約

な
ど
の
事
業
、
地
震
時
の
火
災

発
生
を
抑
え
る
た
め
感
震
ブ

レ
ー
カ
ー
等
の
設
置
補
助
な
ど

を
行
う
。

意
見
が
分
か
れ
た
事
業
も

議
論
の
中
で
庁
舎
建
設
の
予

算
や
笠
田
小
学
校
の
水
泳
指
導

業
務
委
託
な
ど
は
、
意
見
が
分

か
れ
た
。

新
し
い
事
業

大畑から見た妙寺地区

町
民
の
思
い
に
応
え
る
予
算

2024.6.1  101号│02傍聴議会を して いただいた傍聴アンケートを、基本的に原文のまま掲載しています
（個人を特定できる表記は除いています）。



財
政
調
整
基
金

４
年
間
で
２
倍
の
16
億
円
に

令
和
２
年
度
か
ら
令
和
５
年
度
の
間
に
、
８
億
３
４
３
７
万
円
だ
っ

た
財
政
調
整
基
金
は
、
ほ
ぼ
２
倍
化
し
て
16
億
６
５
３
６
万
円
と
な
っ

た
。
基
金
残
高
は
、
か
つ
ら
ぎ
町
の
歴
史
の
中
で
過
去
最
高
と
な
っ
た
。

!  財政調整基金とは
財政を調整するため、災害対策や緊急時の財源として活用する
基金（貯金）。不足する経費の財源にも充てられる。

議会だよりキャラクター 「かきかあちゃん」

※万円未満は切り捨て 令和５年度は決算見込額

0（億円）

5

10

15

20

令和５年度令和４年度令和３年度令和２年度

１６億６５３６万円
１４億５９３８万円１３億８８４３万円１３億８８４３万円

８億３４３７万円

 財政調整基金推移

その他
１３億８８３万円

公債費
１４億

３６１６万円

教育費
１１億
２８６万円

消防費
４億７５９４万円

土木費
７億５９７１万円

商工費
１億８０８０万円

農林水産業費
３億８２０６万円

衛生費
９億９２５５万円

民生費
３０億

１６８３万円

議会費 1億533万円
町全般の
管理事務経費、
選挙など

福祉、介護、
子育てに使う
お金

借り入れの
返済金

保健、ごみ、
し尿処理など

総務費
14億693万円

歳出

その他
９億

３７１８万円 町税
１９億７７３３万円町債

８億６０１０万円
諸収入

１億３１７２万円

繰入金
５億８０７１万円
寄附金

２億７７２１万円
県支出金
８億３８９万円

国庫支出金
１３億３３８６万円

地方交付税
４２億６６００万円

町民税・固定資産税など
私たちが納めるお金

借入金

自治体の規模や
財政に応じて
国から交付されるお金

保育や医療など
使い道の決まった
補助金

県からの
補助金

ふるさと
納税の
寄附金も
含まれる 歳入

一般会計 １１１億６８００万円 （前年度比109.2％）
※万円未満は切り捨て

健 全 な 財 政 運 営 を 目 指 し て

03│

予
算
内
容

傍聴議会を して ユーチューブで配信されていることは、すばらしいです。６０代
[男性]



内容

丁
ノ
町
の
民
有
地
に

40
戸
２
棟
、
計
80
戸

の
優
良
賃
貸
住
宅
を

建
設
す
る
。
建
設
は
民
間
企
業

が
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
で
行
う
。
建
設

す
る
企
業
は
、
30
年
間
の
指
定

管
理
に
よ
る
維
持
管
理
の
収
入

な
ど
で
建
設
費
を
回
収
す
る
。

子
育
て
世
帯
に
は
70
㎡
の
３
Ｌ

Ｄ
Ｋ
、
単
身
者
向
け
は
50
㎡
の

１
Ｌ
Ｄ
Ｋ
を
予
定
し
て
い
る
。

令
和
６
年
度
は
整
備
支
援
委
託

料
な
ど
で
予
算
を
組
み
、
募
集

要
項
を
作
成
し
業
者
の
公
募
と

選
定
を
実
施
す
る
。
建
設
は
令

和
７
年
度
か
ら
の
予
定
。
令
和

６
年
か
ら
７
年
に
か
け
て
用
地

を
購
入
予
定
。

問
ど
の
よ
う
に
し
て
家
賃
を

安
く
設
定
で
き
る
の
か
。

企
画
公
室
長　
住
宅
の
建
設
に

対
し
、
国
費
で
あ
る
社
会
資
本

整
備
総
合
交
付
金
を
活
用
で
き

る
の
で
、家
賃
を
安
く
で
き
る
。

建
設
が
決
ま
る
と
、
建
設
費
の

45
％
が
交
付
さ
れ
る
。

地
域
優
良
賃
貸
住
宅
整
備
事
業

内容

障
害
者
等
用
駐
車
場
に
、
屋
根
を
設
置
す
る
工
事
と
点
字

ブ
ロ
ッ
ク
を
設
置
す
る
。本
庁
舎
と
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

総
合
文
化
会
館
の
３
施
設
を
改
修
す
る
。
点
字
ブ
ロ
ッ
ク

で
施
設
間
の
連
絡
を
図
る
。
庁
舎
内
の
工
事
予
定
は
な
い
。

障
害
者
等
用
施
設
設
置
工
事

２２３６
万円

中飯降　三
み
田
た
　英

ひで
美
み
さん

定住の選択肢に！
若い世代がこの町に住む

メリットの一つに。
雇用促進にも期待。

安全に移動できる
やっと安全に敷地内を

移動できます。
ありがとうございます。

妙寺　松
まつ
原
ばら
　光

みつ
男
お
さん

身体障害者会　山
やま
本
もと
　敏

とし
一
かず

会長

移住して、もう10年生
程良い便利さと自然に溢れ、
人もほっこり温かいこの町

大好きです。

501
万円

イメージ写真

保健福祉センター前の点字ブロック

80
戸
の
賃
貸
住
宅
建
設
へ

点
字
ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
を
改
善

2024.6.1  101号│04傍聴議会を して 議会、役場等々、かつらぎ町はすばらしい町だと思っています。６０代
[男性]



町
が
こ
ど
も
食
堂
に
補
助

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
を

目
指
し
て

内容

こ
ど
も
食
堂
は
町
内

の
２
カ
所
で
実
施
さ

れ
て
お
り
、
他
の
地

域
で
も
準
備
が
始
ま
っ
て
い

る
。
ま
た
地
域
食
堂
の
取
り
組

み
も
あ
る
。
町
内
で
こ
ど
も
食

堂
を
運
営
す
る
団
体
に
対
し
月

最
大
２
回
、
１
回
の
上
限

５
０
０
０
円
の
補
助
を
行
う
。

問
今
回
の
補
助
金
は
、
精
算

払
い
な
の
か
概
算
払
い
な

内容

町
は
イ
ン
ク
ル
ー
シ

ブ
教
育
を
推
進
す
る

た
め
に
、
特
別
支
援

教
育
支
援
員（
以
下「
支
援
員
」

と
い
う
。）
の
配
置
を
強
化
し

て
き
た
。
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教

育
と
は
、
児
童
・
生
徒
の
多
様

性
を
尊
重
し
、
障
害
の
あ
る
子

障
害
の
な
い
子
が
、
共
に
学
ぶ

仕
組
み
を
つ
く
る
こ
と
で
あ

る
。
支
援
員
は
そ
の
教
育
の
中

で
、
一
人
一
人
の
子
ど
も
に
寄

り
添
っ
て
サ
ポ
ー
ト
す
る
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

問
支
援
員
が
必
要
な
の
で
、

元
教
員
や
、
療
育
現
場
で

経
験
の
あ
る
人
を
さ
ら
に
雇
用

し
て
は
。

の
か
。
ま
た
対
象
は
こ
ど
も
食
堂

だ
け
か
、
地
域
食
堂
も
対
象
か
。

住
民
福
祉
課
長　
現
在
協
議
中

で
あ
る
が
、
精
算
払
い
で
い
き

た
い
。
た
だ
し
実
施
後
月
々
で

精
算
を
行
え
れ
ば
と
考
え
て
い

る
。
現
在
は
こ
ど
も
食
堂
だ
け

を
対
象
と
し
、
地
域
食
堂
は
対

象
に
な
っ
て
い
な
い
が
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
で
あ
り
検
討
・

協
議
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

こ
ど
も
食
堂
支
援
事
業

特
別
支
援
教
育
支
援
員
配
置
事
業

こども食堂の様子（笠田東児童館）

支援員増は心強い！
個々に合った導き方や

関わり方が多様になることを
願っています。

新城 鍛
か
治
じ
　美

み
代
よ
子
こ
さん 中

なか
前
まえ
　洋

よう
子
こ
さん 

地域の憩いの場です
地域食堂にも補助があれば、

ありがたいです。

教
育
長　
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教

育
を
目
指
す
中
で
、
支
援
員
は

障
害
や
困
り
感

を
持
っ
た
子
ど

も
た
ち
へ
の
介

助
、
心
の
サ
ポ
ー

タ
ー
と
し
て
の

重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
る
。
ま

た
、
子
ど
も
た
ち

が
支
援
員
の
サ

ポ
ー
ト
す
る
姿

を
見
る
こ
と
で
、

支
援
の
在
り
方

も
学
ん
で
い
る
。

支
援
員
は
必
要

に
応
じ
て
配
置

し
て
い
く
。

小学校費

0（万円）

300

600

900

1200

1500

中学校費

９０１万円

３０３万円 ３７９万円 ４３７万円４３７万円

１２２１万円 １２８５万円

令和６年度令和５年度

支援員の人件費の予算推移

令和４年度
※万円未満は
　切り捨て

24
万円

１７２３
万円

妙寺 井
いの
上
うえ
　紗

さ
也
や
加
か
さん

05│

予
算
目
玉

傍聴議会を して 橋本市から議会を傍聴しました。いずれも橋本市にはない取り組
みだと思い、とても良いと感じました。

４０代
[男性]



内容

笠
田
小
学
校
の
プ
ー

ル
修
繕
費
に
巨
額
の

費
用
が
必
要
に
な
っ

た
。
そ
の
た
め
プ
ー
ル
を
閉
鎖

し
、
民
間
の
ス
イ
ミ
ン
グ
ス

ク
ー
ル
に
水
泳
指
導
を
委
託
し

て
水
泳
の
授
業
を
行
う
。
１
～

４
年
生
は
年
８
回
、
５
～
６
年

生
は
年
10
回
お
よ
び
補
習
授
業

を
２
回
実
施
。
移
動
の
時
間
が

あ
る
の
で
２
コ
マ
の
授
業
を
充

て
る
。
今
後
、
小
学
校
の
プ
ー

ル
は
改
修
せ
ず
、
順
次

民
間
の
ス
イ
ミ
ン
グ
ス

ク
ー
ル
に
指
導
を
委

託
。
将
来
的
に
は
町
内

に
温
水
プ
ー
ル
を
建
設

し
、
そ
こ
で
年
間
を
通

じ
水
泳
の
授
業
が
で
き

る
こ
と
を
展
望
す
る
。

問
な
ぜ
今
回
笠
田
小

学
校
の
み
対
象
な

の
か
。

教
育
総
務
課
長　
部
分

補
修
だ
け
で
は
す
ま
な

く
な
り
、
改
修
を
考
え

笠
田
小
学
校
水
泳
指
導
業
務
委
託

内容

令
和
８
年
度
末
ま
で

に
整
備
率
を
95
％
以

上
に
す
る
よ
う
に
、

と
国
の
通
達
が
あ
っ
た
の
で
、

都
市
計
画
の
下
水
道
事
業
区
域

を
縮
小
、
変
更
す
る
予
定
。
現

在
の
計
画
面
積
に
対
す
る
進
捗

率
は
約
33
％
。

問
整
備
率
が
低
い
原
因
は
、

工
事
の
し
や
す
い
と
こ
ろ

か
ら
取
り
組
み
、
難
し
い
と
こ

ろ
を
放
置
し
て
き
た
こ
と
に
あ

る
。
都
市
計
画
か
ら
外
さ
れ
た

地
域
の
汚
水
処
理
率
を
高
め
る

た
め
に
、
新
た
な
補
助
金
な
ど

を
作
る
べ
き
で
は
。

町
長　
町
に
責
任
が
あ
る
の
で

お
わ
び
し
た
い
。
新
た
な
補
助

に
つ
い
て
は
慎
重
に
検
討
し
た

い
。 下

水
道
事
業
全
体
計
画
見
直
し
、

変
更
認
可
業
務
委
託

る
時
期
に
き
て
い
る
。
近
隣
の

小
学
校
プ
ー
ル
の
使
用
も
検
討

し
た
が
、
時
間
調
整
が
困
難
。

町
民
プ
ー
ル
は
中
学
校
が
プ
ー

ル
授
業
で
使
用
し
て
お
り
、
民

間
委
託
を
検
討
し
た
。

問
小
学
校
の
プ
ー
ル
が
壊
れ

て
も
直
さ
な
い
の
は
方
針

転
換
。
保
護
者
や
子
ど
も
た
ち

の
意
見
は
聞
い
た
の
か
。

教
育
長　
保
護
者
や
子
ど
も
た

ち
の
意
見
は
聞
い
て
い
な
い
。

申
し
訳
な
い
。
意
見
は
聞
き
た

い
。

問
指
導
に
差
が
つ
く
の
で
、

他
の
学
校
の
保
護
者
か
ら

不
満
が
出
る
の
で
は
。

教
育
長　
他
の
学
校
で
も
学
習

指
導
要
領
に
基
づ
く
レ
ベ
ル
は

確
保
で
き
る
。
十
分
配
慮
し
な

が
ら
実
施
し
た
い
。

１１５５
万円

６７０
万円

笠田小学校プール

水
泳
指
導
を
民
間
へ

下
水
道
計
画 

大
幅
に
縮
小

下水道当初計画と令和5年度末現在の整備完了状況対比表
現計画地域 計画面積 整備完了地域 整備完了面積

■ 紀の川北岸市街地域
一部山間部含む
高田～中飯降地域

■ 紀の川南岸市街地域
渋田～三谷地域

約759ha

高田地域の一部
西部地域の大部分
笠田地域の大部分
大谷地域の一部
新田地域の一部
丁ノ町地域の一部
妙寺地域の一部
中飯降地域の一部

約250ha
(約33%）

2024.6.1  101号│06傍聴議会を して よりよい町づくり国づくりに市民や町民の声、意見を大切にして
活動を継続して頂きたいと思います。

４０代
[男性]



0

1

2

3

4

5

令和5令和4令和3令和2平成31

ふるさとかつらぎ寄附金の推移

（億円） （年度）

2億
671万円
2億
671万円

3億
1576万円
3億
1576万円

3億
5910万円
3億
5910万円 3億

1463万円
3億
1463万円

3億
9325万円
3億
9325万円

※万円未満は切り捨て

問
大
幅
な
減
額
理
由
は
。

企
画
公
室
長　
主
力
の
男
性
用

シ
ャ
ン
プ
ー
の
製
造
ラ
イ
ン
が

町
外
に
移
転
し
た
こ
と
、
総
務

省
に
よ
る
経
費
率
の
見
直
し
に

よ
っ
て
、
価
格
を
改
定
し
た
こ

と
に
よ
る
。

問
今
後
の
見
通
し
は
。

企
画
公
室
長　

シ
ャ
ン
プ
ー

は
、
製
造
地
の
市
と
返
礼
品
協

定
を
結
ぶ
の
で
、
市
町
の
共
通

３９７
万円

返
礼
品
と
し
て
取
り
扱
え
る
見

込
み
。
ま
た
町
内
で
新
た
な
返

礼
品
の
開
発
・
提
供
を
進
め
て

い
る
。

町
長　
少
し
で
も
増
や
す
努
力

を
し
て
、
前
年
度
あ
た
り
ま
で

戻
し
た
い
。

内容

ふ
る
さ
と
寄
附
金
は
、

昨
年
度
当
初
予
算
額

４
億
１
０
０
０
万
円

か
ら
１
億
３
９
４
０
万
円
も
収

入
が
減
る
見
込
み
。

リ
ゾ
ー
ト
施
設
用
地

買
収
で
足
踏
み

ふ
る
さ
と
寄
附
金

大
幅
減
？

内容

笠
田
中
の
ほ
場
を
活
用
し
、
株
式
会
社
ア
ク
ア
イ
グ
ニ
ス

に
よ
る
総
合
型
リ
ゾ
ー
ト
施
設
を
誘
致
す
る
。
用
地
の
一

部
の
遺
産
分
割
協
議
が
難
航
し
、
用
地
買
収
が
完
了
で
き

な
か
っ
た
。
新
た
に
予
算
を
組
ん
で
用
地
買
収
を
行
う
。

問
国
道
480
号
の
交

差
点
改
良
、
京

奈
和
自
動
車
道
か
ら

の
進
入
路
、
河
川
の

改
修
な
ど
の
課
題
が

あ
る
。
町
と
県
と
事

業
者
の
役
割
分
担
が

必
要
な
の
で
新
し
い

協
定
を
結
ぶ
必
要
が

あ
る
の
で
は
。

産
業
観
光
課
長　
新

し
い
協
定
は
必
要
だ

と
考
え
る
。

企
業
誘
致
事
業

ふ
る
さ
と
か
つ
ら
ぎ
寄
附
金

総合型リゾート施設内のホテルの外観（三重県多気町）

２億
７０６０

万円

07│

予
算
目
玉



問
家い
え
屋や

敷し
き
課
税
と
は
。

税
務
課
長　
令
和
５
年
度
の
件

数
は
29
件
。
町
外
在
住
者
が
町

内
で
事
業
所
を
設
置
し
て
い
る

場
合
は
現
場
確
認
後
、
課
税
し

て
い
る
。
県
内
の
他
自
治
体
で

は
あ
ま
り
現
場
確
認
を
し
て
い

な
い
。

問
９
号
法
人
だ
っ
た
会
社
が

従
業
員
数
減
で
50
人
以
下

内容

町
税
全
体
は
、
固
定
資
産
税
の
評
価
替
え
の
影
響
が
大
き

く
、
前
年
度
比
で
マ
イ
ナ
ス
１
１
７
１
万
円
と
な
り
、
税

収
は
19
億
７
７
３
７
万
円
と
な
る
。
し
か
し
、
個
人
町
民

税
収
は
、
農
業
所
得
が
伸
び
た
こ
と
、
高
齢
者
で
働
く
人
が
増
え
た

こ
と
に
よ
っ
て
増
え
る
。
法
人
町
民
税
が
減
額
と
な
っ
た
の
は
、
資

本
金
50
億
円
超
の
企
業
の
従
業
員
が
50
人
以
下
に
な
っ
た
こ
と
に
よ

り
、
均
等
割
額
が
300
万
円
か
ら
41
万
円
に
下
が
っ
た
こ
と
に
よ
る
。

こ
れ
ら
は
予
算
な
の
で
い
ず
れ
も
見
込
み
。

に
な
っ
た
の
で
、
７
号
法
人
と

な
っ
た
。
企
業
に
働
き
か
け
る

こ
と
は
で
き
る
の
か
。

税
務
課
長　
企
業
の
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
に
町
は
関
与
で
き
な
い
。

固
定
資
産
税
の
評
価
替
え
に
よ
り
町
税
が
減
少

一
般
会
計
に
対
す
る
質
疑

予│算│審│議

法人町民税の均等割の区分表
区分 資本金等の金額 町内

従業者数 税額（率）

１号
1000万円以下 50人以下

５万円
法人でない社団等 ─

２号 1000万円以下 50人超 12万円

３号 1000万円超１億円以下 50人以下 13万円

４号 1000万円超１億円以下 50人超 15万円

区分 資本金等の金額 町内
従業者数 税額（率）

５号 １億円超10億円以下 50人以下 16万円

６号 １億円超10億円以下 50人超 40万円

７号 10億円超 50人以下 41万円

８号 10億円超50億円以下 50人超 175万円

９号 50億円超 50人超 300万円

フルーツラインから見た笠田地域

2024.6.1  101号│08



内容

個
人
情
報
を
取
り
扱

う
申
請
を
、
電
子
申

請
シ
ス
テ
ム
で
行
え

る
よ
う
改
善
す
る
。
ま
た
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
を
活
用
し
た
健
診
や
施
設

の
予
約
、
イ
ベ
ン
ト
の
申
し
込

み
、
小
中
学
校
へ
の
児
童
・
生

徒
の
欠
席
届
、
不
法
投
棄
や
漏

水
情
報
の
通
報
な
ど
を
実
施
す

る
。

イメージ

イメージ

内容

住
民
が
テ
ー
マ
に
基

づ
い
て
５
回
ほ
ど
住

民
協
議
会
を
開
催
し

政
策
提
案
を
行
う
。
無
作
為
抽

出
で
住
民
を
選
び
応
募
を
求
め

る
。
20
人
程
度
で
協
議
会
を
構

成
す
る
。

システム
種類 各システムでできること

LINE
システム

①ごみ分別の問い合わせ対応 
②健診・施設予約 
③イベント申込 
④小・中学校の保護者からの欠席連絡
⑤不法投棄や漏水通報 
⑥水道の開始・中止届

システム
種類 各システムでできること

電子申請
システム

①補助金の申請 
②児童手当等各種届出 
③避難所の人数報告

申
請
予
約
が

オ
ン
ラ
イ
ン
化
で
便
利
に

成
年
後
見
制
度
の
相
談
機
関
を
設
置

住
民
に
よ
る
政
策
提
案
へ

良い機会になった

イメージ

内容

社
会
福
祉
協
議
会
に
、
成
年
後
見
制
度
の
相
談
や
利

用
を
促
進
す
る
た
め
の
機
関
を
設
置
し
、
社
会
福
祉

士
を
１
人
配
置
す
る
。
予
算
は
952
万
８
０
０
０
円
。

問
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
体
制
を

と
る
の
か
。

住
民
福
祉
課
長　
平
成
28
年
４

月
に
、
成
年
後
見
制
度
の
利
用

の
促
進
に
関
す
る
法
律
が
成
立

し
た
。
本
町
は
現
在
19
人
が
利

用
し
て
い
る
。
認
知
症
の
人
を

含
め
、
制
度
の
周
知
や
家
族
向

け
相
談
会
な
ど
を
行
う
。

一緒に考えます

09│

予
算
審
議



笠田駅前のタクシー乗り場

イメージ

内容

国
に
よ
る
助
成
項
目

の
充
実
が
行
わ
れ
る

（
表
参
照
）。
さ
ら
に

町
独
自
で
出
産
時
の
通
院
支
援

と
し
て
１
人
当
た
り
３
万
４
０

０
０
円
の
助
成
を
行
う
。

問
通
院
の
状
況
は
。

健
康
推
進
課
長　
橋
本
市
に
は

市
民
病
院
な
ど
も
あ
る
が
、
那

賀
圏
域
に
は
な
く
和
歌
山
市
ま

で
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

問
な
ぜ
改
善
が
図
ら
れ
る
の
か
。

住
民
福
祉
課
長　
自
分
ご
と
化
会
議
の
中
で
改

善
提
案
が
行
わ
れ
、
庁
内
で
検
討
の
結
果
改
善

を
図
っ
た
。

内容

申
請
が
必
要
だ
っ
た
制
度
を
プ
ッ

シ
ュ
式
に
切
り
替
え
、
タ
ク
シ
ー
券

も
し
く
は
ガ
ソ
リ
ン
券
と
し
て
使
え

る
両
用
型
チ
ケ
ッ
ト
に
変
更
す
る
。

障
害
者
用
外
出
支
援

チ
ケ
ッ
ト

タ
ク
シ
ー
・
ガ
ソ
リ
ン
券

ど
ち
ら
に
も
使
え
る

妊産婦健康診査費等助成事業の拡充
追加検査 助成回数 助成額

妊婦歯科健康診査費 １回 3,300 円

低所得の妊婦に対する
初回産科受診費
( 妊娠判定受診費）

１回 10,000 円

多胎妊娠の妊婦健康診査費 ３回 15,900 円
（１回当たり 5,300 円）

産婦健康診査費 ２回 10,000 円
（１回当たり 5,000 円）

新生児聴覚検査費 １回 6,000 円

１か月児健康診査費 １回 4,000 円

妊
婦
へ
の
通
院
支
援

１
人
３
万
４
０
０
０
円

町
独
自

さらに充実を

助かります

2024.6.1  101号│10



内容

昨
年
度
国
の
補
助
が
削
ら
れ
た
の
で
、
予
算
４
５
３
７
万

円
を
組
み
、
令
和
６
年
度
で
工
事
を
完
了
す
る
。
利
用
し

や
す
い
公
園
に
す
る
た
め
、
会
計
年
度
任
用
職
員
を
増
や

し
、
管
理
棟
の
定
休
日
を
な
く
し
た
。

問
採
算
を
取
る
の
は

難
し
い
中
で
、
指

定
管
理
に
移
行
す
る
メ

リ
ッ
ト
は
。

生
涯
学
習
課
長　

パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
の
収
益
だ
け

で
全
体
を
黒
字
に
す
る

の
は
難
し
い
。
指
定
管

理
に
な
る
と
、割
引
ク
ー

ポ
ン
券
の
発
行
や
料
金

設
定
な
ど
自
由
度
が
広

が
る
。

感震ブレーカー（後付型） 感震ブレーカー（内蔵型）

昨年度完成予定だったが、国の補助が削られたので現在はこのような状況

地震対策器具設置補助金の支給対象のイメージ

65歳以上
のみの世帯
65歳以上
のみの世帯
26％26％

それ以外
の世帯
74％

【感震ブレーカー】
経費の1/2  上限2万円
【家具固定】
経費の1/2  上限1万円

【感震ブレーカー】
経費の1/2  上限2万円
【家具固定】
経費の1/2  上限1万円

【感震ブレーカー】
経費の1/4  上限1万円
【家具固定】
経費の1/4  上限5000円

【感震ブレーカー】
経費の1/4  上限1万円
【家具固定】
経費の1/4  上限5000円

内容

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
と
家
具
の
転
倒
防
止
用
器
具
へ
の

補
助
を
全
て
の
世
帯
を
対
象
に
行
う
。
特
に
満
65
歳

以
上
の
み
で
構
成
す
る
世
帯
ま
た
は
、
障
害
者
な
ど

の
要
配
慮
者
を
含
む
世
帯
の
補
助
率
を
充
実
さ
せ
る
。

住
宅
の
耐
震
補
助
充
実

感震ブレーカーを

ただし
要配慮者のいる世帯は、

65歳以上のみの世帯と

同じ補助を受けることが
できます！

西
部
公
園

６
年
度
で
よ
う
や
く

１
年
遅
れ
で
完
成

11│

予
算
審
議



内容

ご
み
袋
の
小
10
枚
に

交
換
で
き
る
ク
ー
ポ

ン
券
と
、
登
録
店
や

事
業
所
で
使
用
で
き
る
町
民
1

人
当
た
り
３
０
０
０
円
の
ク
ー

ポ
ン
券
を
世
帯
主
に
郵
送
配
布

す
る
。
電
力
、
ガ
ス
、
食
料
品

の
高
騰
で
影
響
を
受
け
て
い
る

町
民
に
対
す
る
生
活
支
援
。

生
活
支
援
の

ク
ー
ポ
ン
券今度は第６弾応援クーポン券

１月・２月・３月会議採決状況　（賛否が分かれた議案は２件）

会計名・件名
議員名 

結果

溝
北　
好
一

松
岡　
宏
行

東
芝　
弘
明

大
原　
清
明

浦
中　
隆
男

新
堀　
行
雄

藤
本　
憲
一

中
谷　
雅
美

羽
根　
祥
起

滝
ノ
上
万
記

山
下　
慎
二

表
具　
　
弘

大
山　
希
世

１
月
会
議

職員の給与等に関する条例
及び会計年度任用職員の給
与及び費用弁償に関する条
例の一部改正

１０対０で 
可決 － ○ ○ ○ ○ 欠 ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○

使用料、手数料、督促及び延
滞金条例の一部改正、一般会
計補正予算（第１２号）など７件

１１対０で 
可決 － ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

２
月
会
議

一般会計補正予算
（第１３号）

１１対０で 
可決 － ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

３
月
会
議

特別職報酬等審議会条例の
一部改正および犯罪被害者
等支援条例制定など１０件、権
利の放棄など４件、一般会計
補正予算（第１４号）など９件

１１対０で 
可決 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

年金制度における外国人への
脱退一時金の是正を求める意
見書の採択を求める陳情

１１対０で 
不採択 － × × × × × × × × × × ×

令
和
6
年
度
予
算

一般会計 ８対３で 
可決 － ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○

シビックセンター特別会計お
よび国民健康保険天野診療
所事業特別会計など６件

１１対０で 
可決 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

国民健康保険事業特別会計、
後期高齢者医療事業特別会計

１０対１で 
可決 － ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

（注）溝北好一議員は、議長のため採決には加わらない。　○は賛成　×は反対　欠は欠席　　

2024.6.1  101号│12



反
対

廃
止
を
求
め
る

東
芝
弘
明
議
員

こ
の
制
度
が
続
く
限
り
廃
止

を
求
め
、
同
時
に
制
度
の
枠
内

で
改
善
を
求
め
る
。
国
民
に
負

担
増
ば
か
り
を
押
し
つ
け
る
政

治
を
終
わ
ら
せ
な
い
と
、
幸
福

の
条
件
は
整
わ
な
い
。
政
治
を

変
え
る
た
め
に
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
は
廃
止
す
べ
き
。

賛
成

よ
り
一
層
の
努
力
を

大
山
希
世
議
員

保
険
料
の
収
納
率
は
高
い
率

を
維
持
し
て
お
り
、
健
全
な
財

政
運
営
が
な
さ
れ
て
い
る
。
今

後
も
、
制
度
を
被
保
険
者
に
理

解
し
て
も
ら
い
、
将
来
に
わ
た

り
持
続
可
能
な
、
安
心
で
き
る

医
療
制
度
の
構
築
の
た
め
に
一

層
の
努
力
を
し
て
も
ら
う
こ
と

を
願
う
。

…
…

賛
否
が
分
か
れ
る

討
論

反
対

住
民
主
権
を
貫
く
視
点
を

東
芝
弘
明
議
員

庁
舎
建
設
用
地
の
購
入
と
庁

舎
整
備
支
援
委
託
に
は
明
確
に

賛
成
す
る
。
今
年
度
予
算
は
、

住
民
の
願
い
に
応
え
る
積
極
的

な
事
業
展
開
を
実
施
す
る
と
こ

ろ
に
特
徴
が
あ
る
。
た
だ
し
、

住
民
主
権
を
貫
く
視
点
を
欠
く

と
失
敗
に
つ
な
が
る
。
改
善
を

求
め
る
。

賛
成

住
民
福
祉
の
維
持
向
上
を

中
谷
雅
美
議
員

今
後
も
厳
し
い
財
政
状
況
が

予
測
さ
れ
る
が
、
事
業
の
重
点

化
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
ア
ン
ド
ビ
ル

ド
の
徹
底
や
、
収
入
の
確
保
と

安
定
し
た
行
財
政
運
営
と
住
民

福
祉
の
維
持
・
向
上
の
た
め
全

力
で
取
り
組
む
こ
と
を
求
め
る
。

反
対

Ｐ
Ｆ
Ｉ
に
は
反
対羽

根
祥
起
議
員

今
回
、
Ｐ
Ｐ
Ｐ
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
に

向
け
た
庁
舎
建
設
支
援
事
業
費

と
し
て
、
コ
ン
サ
ル
業
務
委
託

料
を
予
算
計
上
し
て
い
る
の

で
、
私
は
反
対
。
庁
舎
建
て
替

え
に
つ
い
て
は
、
住
民
が
あ
ま

り
に
も
知
ら
な
す
ぎ
る
こ
と
も

問
題
だ
。

賛
成

新
事
業
に
予
算

大
原
清
明
議
員

一
般
会
計
予
算
に
は
賛
成
、

帯
状
疱
疹
予
防
接
種
事
業
や
こ

ど
も
食
堂
支
援
事
業
な
ど
の
新

た
な
事
業
に
予
算
が
つ
け
ら
れ

て
い
る
。
た
だ
し
、
笠
田
小
学

校
の
水
泳
指
導
業
務
委
託
料
は

腑
に
落
ち
な
い
。
公
平
な
水
泳

指
導
を
し
て
も
ら
い
た
い
。

反
対

も
っ
と
丁
寧
な
説
明
を

表
具　
弘
議
員

庁
舎
建
設
費
用
は
、
当
初
20

～
30
億
と
言
わ
れ
て
い
た
が

令
和
６
年
３
月
で
は
事
業
費

58
億
。
議
会
だ
け
で
な
く
、
町

民
に
も
十
分
な
説
明
を
尽
く
し

た
と
は
考
え
づ
ら
い
。
建
設
自

体
を
否
定
す
る
わ
け
で
は
な
い

が
、
も
っ
と
丁
寧
な
説
明
が
必

要
で
あ
る
。

賛
成

庁
舎
建
設
で
活
性
化
を

滝
ノ
上
万
記
議
員

庁
舎
建
て
替
え
の
大
き
な
目

的
は
、
災
害
に
強
い
庁
舎
に
す

る
こ
と
と
、
町
の
に
ぎ
わ
い
を

取
り
戻
す
こ
と
で
あ
る
。
庁
舎

建
設
は
50
年
に
一
度
の
課
題
で

あ
る
た
め
慎
重
に
な
る
の
は
当

然
で
あ
る
が
、
町
の
活
性
化
に

寄
与
す
る
良
い
機
会
と
す
べ
き

で
あ
る
。

反
対

保
険
税
の
抑
制
を東

芝
弘
明
議
員

県
に
よ
る
保
険
税
統
一
へ
の

反
対
を
求
め
る
。
統
一
は
矛
盾

を
広
げ
る
。
１
億
９
８
８
１
万

円
あ
る
基
金
を
活
用
し
、
計
画

的
に
保
険
税
を
下
げ
、
基
金
を

使
い
き
っ
た
数
年
後
に
は
、
一

般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
を
行

い
、
保
険
税
を
抑
制
す
る
よ
う

求
め
る
。

賛
成

制
度
の
安
定
的
な
運
営
を

滝
ノ
上
万
記
議
員

県
下
平
準
化
を
見
据
え
て
計

画
的
に
基
金
か
ら
繰
り
入
れ
、

激
変
緩
和
対
策
を
行
っ
て
お

り
、
令
和
６
年
度
は
前
年
度
並

み
に
据
え
置
き
、
被
保
険
者
の

経
済
負
担
の
軽
減
を
図
る
努
力

が
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
か
ら
の

制
度
の
安
定
的
な
運
営
を
切
望

す
る
。

 

一
般
会
計

 

国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計

 

後
期
高
齢
者
医
療
事
業

特
別
会
計

・ T O U R O
N ・
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３月会議 
（２/２７～３/２２）

補正予算 ９件

新年度予算 ９件

条例 １０件

事件議決 ４件

委員会付託 １件

一般質問 ７人

問
県
内
自
治
体
の
保
険
料
の

順
位
は
ど
う
な
る
の
か
。

健
康
推
進
課
長　
順
位
の
見
通

し
は
、
第
９
期
は
30
市
町
村
中

７
番
目
だ
っ
た
。
こ
れ
が
18
番

目
に
下
が
る
見
込
み
。

問
被
保
険
者
数
と
給
付
費
は
。

今
後
の
動
向
は
。

健
康
推
進
課
長　
１
万
１
０
５

３
人
で
今
後
減
少
す
る
が
、
要

介
護
者
は
増
加
見
込
み
。
36
万

９
１
４
７
円
で
増
加
見
込
み
。

介
護
予
防
、
支
援
体
制
に
取
り

組
み
、
特
に
サ
ロ
ン
事
業
に
活

発
な
地
域
は
介
護
認
定
者
が
少

な
い
。

内容

３
年
に
一
度
の
事
業
計
画
策
定
（
第
９
期
）
に
伴
っ
て
保

険
料
の
見
直
し
が
行
わ
れ
た
。
保
険
料
は
国
の
指
導
に

よ
っ
て
13
段
階
ま
で
細
分
化
さ
れ
た
（
表
参
照
）。
保
険

料
を
値
下
げ
す
る
た
め
、
２
億
７
０
０
０
万
円
の
基
金
の
う
ち

１
億
３
５
０
０
万
円
を
４
年
間
で
取
り
崩
す
。
基
金
を
半
分
残
す
の

は
、
団
塊
の
世
代
が
第
10
期
に
な
る
と
80
歳
を
迎
え
、
要
介
護
認
定

数
が
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
。

３
月
会
議
で
は
、
花
園
地
域
の
移
送
サ
ー
ビ
ス
の
有
料
化

や
犯
罪
被
害
者
等
へ
の
支
援
条
例
、
太
陽
光
発
電
施
設
へ
の

町
独
自
の
規
制
条
例
、
損
害
賠
償
の
額
の
決
定
、
権
利
の
放

棄
（
債
権
）、
下
志
賀
飲
料
水
供
給
施
設
の
水
源
地
の
変
更

に
よ
る
計
画
変
更
や
、
一
般
会
計
補
正
予
算
を
は
じ
め
と
す

る
予
算
な
ど
を
審
議
し
、
全
て
の
議
案
を
全
員
賛
成
で
可
決

し
た
。
審
議
内
容
は
14
～
17
ペ
ー
ジ
。

介
護
保
険
料
値
下
げ
へ

【
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正
】

議│案│審│議

３月
会議

イメージ

嬉しいです

第１号被保険者の保険料額の見直し(年額)
（単位：円）

第８期 第９期 差額
第１段階 ２４,６００ → ２１,８００ △ ２,８００
第２段階 ４１,１００ → ３７,１００ △ ４,０００
第３段階 ５７,５００ → ５２,４００ △ ５,１００
第４段階 ７３,９００ → ６８,８００ △ ５,１００
第５段階 ８２,２００ → ７６,５００ △ ５,７００
第６段階 ９８,６００ → ９１,８００ △ ６,８００
第７段階 １０６,８００ → ９９,４００ △ ７,４００
第８段階 １２３,３００ → １１４,７００ △ ８,６００
第９段階 １３９,７００ → １３０,０００ △ ９,７００
第１０段階 １５２,０００ → １４５,３００ △ ６,７００
第１１段階 １５６,１００ → １６０,６００ ４,５００
第１２段階 １７５,９００ 
第１３段階 １８３,６００ 
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内容

花
園
地
域
に
お
け
る
移
送
サ
ー
ビ
ス
を
道
路
運
送
法
第
78

条
の
有
償
運
送
と
し
て
実
施
す
る
。
こ
の
事
業
は
、
公
共

交
通
の
空
白
地
域
を
主
な
対
象
と
し
た
も
の
で
、
ド
ア
・

ツ
ー
・
ド
ア
の
事
業
と
し
て
も
運
営
で
き
る
が
、
今
回
は
、
会
員
登

録
に
よ
る
事
前
予
約
制
。
自
宅
ま
で
迎
え
に
行
き
公
共
施
設
や
金
融

機
関
、
医
院
な
ど
の
目
的
地
ま
で
行
く
も
の
。
軽
四
輪
の
自
動
車
３

台
で
運
行
す
る
。
料
金
は
乗
車
１
回
に
つ
き
300
円
。

１
回
300
円

問
ど
う
し
て
目
的
地
を
限
定

し
た
の
か
。

参
事
（
総
務
・
厚
生
担
当
）　

指
定
し
た
場
所
に
行
け
る
の
が

い
い
と
認
識
し
て
い
る
。
今
後

運
行
状
況
を
把
握
し
た
上
で
充

実
さ
せ
た
い
。

問
こ
の
条
例
に
は
ど
の
よ
う

な
効
果
が
あ
る
の
か
。

環
境
課
長　
第
17
条
の
勧
告
に

従
わ
な
い
場
合
は
「
国
及
び
和

歌
山
県
に
必
要
な
情
報
を
提
供

す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
規
定

し
て
い
る
。
抜
け
道
を
な
く
す

効
果
は
大
き
い
。

問
住
民
へ
の
周
知
方
法
は
。

環
境
課
長
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
で
周
知
し
た
い
。

花
園
移
送
サ
ー
ビ
ス
に
料
金
設
定

【
高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー
設
置
及
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
管
理
条
例
の
一
部
改
正
】

コミュニティバスと同じ料金に

花園移送サービスの車

４９.５キロワットの施設（佐野）

きっちりと設置を

内容

住
宅
の
屋
根
以
外
の

太
陽
光
発
電
に
は
、

県
条
例
で
50
キ
ロ

ワ
ッ
ト
以
上
の
設
備
に
対
し
規

制
が
あ
る
。
50
キ
ロ
ワ
ッ
ト
未

満
の
施
設
に
対
し
町
条
例
を
制

定
し
て
必
要
な
事
項
を
定
め

る
。
こ
れ
に
よ
り
50
キ
ロ
ワ
ッ

太
陽
光
発
電

町
独
自
の
規
制
で
き
る

【
太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置
に
関
す
る
条
例
制
定
】

ト
未
満
の
設
備
も
業
者
に
よ
る

届
け
出
が
必
要
と
な
る
。
条
例

に
違
反
し
た
業
者
に
は
、
国
の

法
に
基
づ
い
て
指
導
、
改
善
命

令
、
認
定
取
り
消
し
な
ど
の
罰

則
が
あ
る
。
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業者が変わり経営が安定したくしがきの里

問
こ
の
事
件
を
振
り
返
り
今

後
の
教
訓
と
す
べ
き
点
は
。

産
業
観
光
課
長　
今
後
協
定
書

に
は
罰
則
も
含
め
て
規
定
す
る

よ
う
に
し
た
い
。

町
長　
指
定
管
理
の
協
定
は
、

各
課
で
作
成
し
て
い
る
の
で
内

容
に
は
違
い
が
あ
り
、
協
定
違

反
の
際
の
規
定
も
不
十
分
だ
っ

た
。
指
定
管
理
は
企
画
公
室
が

協
定
内
容
を
一
元
管
理
す
る
よ

う
改
め
た
。
こ
の
中
で
改
善
を

図
る
。

内容

住
宅
建
築
の
た
め
の
農
地
転
用
手
続
き
を
町
職
員
が
怠
っ

た
こ
と
で
、
農
振
地
域
に
お
け
る
整
備
計
画
変
更
に
遅
れ

が
生
じ
、
４
カ
月
間
着
工
が
遅
れ
た
。
そ
の
結
果
、
資
材

高
騰
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害
に
つ
い
て
、
申
請
者
と
の
間
で
協
議
が

終
了
し
、
議
会
に
62
万
８
５
７
１
円
の
損
害
賠
償
額
に
関
す
る
議
案

が
上
程
さ
れ
た
。
町
は
担
当
職
員
を
懲
戒
処
分
す
る
と
と
も
に
、
町

長
・
副
町
長
の
令
和
６
年
４
月
分
の
給
料
を
10
％
減
額
し
た
。

内容

株
式
会
社
セ
イ
コ
ー
グ
ル
ー
プ
は
、
く
し
が
き
の
里
の
指

定
管
理
を
受
け
て
い
た
が
、
指
定
管
理
の
最
終
年
度
の
令

和
２
年
に
入
る
と
、
同
社
は
町
と
年
度
協
定
を
締
結
せ
ず

納
付
金
を
納
付
し
な
か
っ
た
。
町
は
交
渉
を
行
っ
て
き
た
が
、
使
用

差
し
止
め
な
ど
法
的
な
手
続
き
を
取
ら
な
か
っ
た
。
令
和
４
年
に
、

町
は
顧
問
弁
護
士
を
通
じ
債
権
回
収
を
実
施
。
令
和
５
年
12
月
に
、

納
付
金
478
万
円
の
う
ち
120
万
円
の
回
収
で
和
解
が
成
立
。
債
権
放
棄

358
万
円
の
議
案
が
上
程
さ
れ
た
。

道
の
駅
く
し
が
き
の
里

元
指
定
管
理
者
と
和
解
成
立

【
権
利
の
放
棄
】

農
地
転
用
で
ミ
ス

町
が
損
害
を
賠
償

【
損
害
賠
償
の
和
解
及
び
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る
】

【
町
長
等
の
給
与
の
減
額
に
関
す
る
条
例
制
定
】

知らなかった

イメージ
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内容

770
万
円
で
組
ま
れ
て
い
た
観

光
コ
ン
テ
ン
ツ
造
成
事
業
な

ど
で
667
万
６
０
０
０
円
の
予

算
を
減
額
す
る
。「
一
般
社
団
法
人
夢ゆ

め

洲し
ま
新
産
業・都
市
創
造
機
構
」（
以
下「
夢

洲
機
構
」
と
い
う
。）
と
の
契
約
が
結

ば
れ
ず
、
予
定
し
て
い
た
日
時
で
事
業

を
実
施
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
予
約
や
ホ
テ
ル
の
宿

泊
を
内
容
と
す
る
旅
行
会
社
へ
の
キ
ャ

ン
セ
ル
料
で
102
万
４
０
０
０
円
の
経
費

が
発
生
し
た
。
議
会
だ
よ
り

99
号
の
８
ペ
ー
ジ
で
は
「
か

つ
ら
ぎ
町
を
世
界
に
Ｐ
Ｒ

へ
」
と
い
う
記
事
で
こ
の
事

業
を
紹
介
し
た
が
、
事
業
そ

の
も
の
が
頓
挫
す
る
結
果
と

な
っ
た
。

町
は
顧
問
弁
護
士
と
協
議

し
、
夢
洲
機
構
と
裁
判
を
行

う
か
ど
う
か
判
断
す
る
。
町

側
の
責
任
も
明
ら
か
に
す

る
。

予約をキャンセルしたヘリコプター（イメージ）

令
和
６
年
第
１
回
定
例

会
の
会
期
は
、
１
月
９
日

～
12
月
26
日
の
３５３
日
間
と

な
っ
た
。
ま
た
、
定
例
月

に
お
け
る
会
議
日
程
は
下

表
の
と
お
り
決
定
し
た
。 １

月
会
議
で
は
、
職
員
の
給
与
等
や

会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及
び
費
用

弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
、
各

会
計
補
正
予
算
等
を
審
議
し
、
全
員
賛

成
で
可
決
し
た
。

２
月
会
議
で
は
、
一
般
会
計
補
正
予

算
を
審
議
し
、全
員
賛
成
で
可
決
し
た
。

観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
手
痛
い
失
敗

102
万
円
の
キ
ャ
ン
セ
ル
料

【
一
般
会
計
補
正
予
算
】

１
年
間
の

会
期
決
定

内容

物
価
高
騰
対
策
と
し
て
、
令
和
５
年
度
の
住
民
税
で
均

等
割
の
み
が
課
税
さ
れ
た
473
世
帯
に
対
し
、
１
世
帯
当

た
り
10
万
円
の
給
付
を
行
う
事
業
。
主
な
財
源
は
国
の

交
付
金
。
予
算
額
は
４
９
２
０
万
９
０
０
０
円
。

物
価
高
騰
対
策
に
給
付
金

【
一
般
会
計
補
正
予
算
】

インフルエンサーの活用を

１月・２月

会議

1月会議
（1/9～12）
補正予算 ７件

条例 ２件

陳情 １件

２月会議
（2/7）

補正予算 １件

令和６年第１回定例会の会議日程表

内　容
会議名

６月会議 ９月会議 １２月会議

第１日目 提出議案説明
など ５月３０日 ８月２９日 １１月２８日

第２日目 一般質問 ６月１１日 ９月１０日 １２月１０日

第３日目 一般質問
【予備日】 ６月１２日 ９月１１日 １２月１１日

第４日目
議案質疑～

採決、
委員長報告

６月１８日 ９月１８日 １２月１７日

第５日目 【予備日】 ６月１９日 ９月１９日 １２月２６日

※３月会議は次のとおり開催した。
・提出議案説明など………………２月２７日
・議案質疑～採決…………………３月４日
・一般質問…………………………３月６日、７日
・新年度当初予算質疑……………３月１３日、１５日
・新年度当初予算討論～採決……３月２２日
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庁
舎
建
設

３
年
後
に
は
建
設
が
始
ま
る
？

昨
年
10
月
に
町
長
の
諮
問
機

関
で
あ
る
庁
舎
建
設
検
討
委
員

会
は
、
現
在
の
庁
舎
が
あ
る
場

所
に
新
庁
舎
を
建
設
す
る
こ
と

を
決
定
し
町
長
に
報
告
し
た
。

町
は
２
月
に
「
新
庁
舎
建
設

基
本
構
想
」
を
策
定
し
、
本
庁

舎
と
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
防

災
セ
ン
タ
ー
、
教
育
委
員
会
、

水
道
事
業
所
の
職
員
を
一
つ
に

ま
と
め
庁
舎
を
建
て
る
方
針
を

議
会
に
示
し
た
。
事
業
手
法
は

Ｐ
Ｐ
Ｐ
や
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
を
採
用

す
る
。

町
長
は
「
必
要
で
あ
れ
ば
用

地
の
購
入
も
行
う
。
新
庁
舎
建

設
は
ま
ち
づ
く
り
の
手
段
で
あ

り
、
敷
地
内
に
民
間
企
業
の
誘

致
を
行
い
、
に
ぎ
わ
い
を
創
出

す
る
こ
と
が
目
的
に
な
る
」
と

説
明
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
町
長

に
よ
る
口
頭
の
説
明
が
大
半
を

占
め
た
。

令
和
６
年
度
予
算
に
は
、
庁

舎
整
備
支
援
委
託
料
１
９
８
２

万
２
０
０
０
円
と
庁
舎
用
地
購

入
費
２
０
０
０
万
円
が
計
上
さ

れ
た
。
支
援
委
託
は
伴
走
型
の

委
託
契
約
で
、
町
と
一
緒
に
な

っ
て
業
者
が
事
業
者
公
募
の
準

備
を
行
う
も
の
。
令
和
６
年
度

は
、サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査（
対

話
型
市
場
調
査
）
な
ど
を
準
備

す
る
。

町
は
提
案
の
あ
っ
た
企
業
の

中
か
ら
優
れ
た
案
を
採
用
し
、

そ
の
企
業
に
優
先
交
渉
権
を
与

え
庁
舎
建
設
に
向
か
う
。
建
設

費
用
は
、
企
業
か
ら
の
提
案
の

中
で
明
ら
か
に
な
る
。

現
在
の
庁
舎
建
設
基
金
は

４
億
２
０
０
０
万
円
。
建
設
資

金
の
不
足
は
民
間
の
資
金
を
活

用
す
る
予
定
。
民
間
会
社
が
資

金
を
回
収
す
る
方
法
と
し
て
、

庁
舎
の
維
持
管
理
業
務
を
請
け

負
い
、
町
は
こ
の
会
社
に
毎
月

建
設
費
を
分
割
で
支
払
う
方
法

な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

３
月
会
議
で
は
、
２
年
分
の

庁
舎
整
備
支
援
委
託
料
の
債
務

負
担
は
組
ま
れ
な
か
っ
た
。
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万
２
０
０
０
円
と
庁
舎
用
地
購

入
費
２
０
０
０
万
円
が
計
上
さ

れ
た
。
支
援
委
託
は
伴
走
型
の

委
託
契
約
で
、
町
と
一
緒
に
な

庁
舎
建
設
調
査
検
討
特
別
委

員
会
は
、
所
管
事
務
調
査
を
行

い
、
２
年
に
及
ぶ
庁
舎
整
備
支

援
委
託
料
の
債
務
負
担
行
為
を
、

承
認
す
る
か
ど
う
か
も
含
め
意

見
交
換
し
た
。
そ
の
中
で
出
さ

れ
た
意
見
は
次
の
と
お
り
。

「
特
別
委
員
会
へ
の
庁
舎
建
設

に
係
る
目
的
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

等
の
説
明
が
遅
く
不
十
分
」

「
他
の
自
治
体
で
は
、
基
本
構

想
策
定
後
、
時
間
を
か
け
て
実

施
計
画
を
協
議
し
て
作
成
し
て

い
る
の
に
、
本
町
は
早
急
に
進

め
よ
う
と
し
て
い
る
」

「
民
間
委
託
で
信
頼
で
き
る
業

者
の
応
募
が
あ
る
か
ど
う
か
不

安
」

「
リ
ス
ク
を
考
え
る
と
業
者
委

託
は
一
括
発
注
で
は
な
く
１
年

ご
と
に
分
割
す
べ
き
」

「
官
民
連
携
を
行
う
な
ら
ば
、

地
元
業
者
の
参
画
に
よ
る
地
域

振
興
が
必
要
」

「
住
民
に
十
分
な
説
明
が
な
さ

れ
て
い
な
い
」

議
員
の
中
の
不
安
が
大
き

く
、
債
務
負
担
行
為
に
つ
い
て

は
「
判
断
で
き
な
い
」
と
な
っ

た
。
予
算
に
対
し
本
会
議
で
は
、

庁
舎
建
設
に
関
わ
っ
て
反
対
討

論
も
行
わ
れ
た
。

町
民
の
声
さ
ま
ざ
ま

議
員
の
中
に
不
安

委
員
会
で
の
協
議

保健福祉センター

和泉市視察風景

庁舎内のクラック

町民のための新庁舎を
民間委託へのリスクを懸念します。
地元業者参画による地域振興を。

(四郷　60代女性)

納得のできるかたちで
住民に詳しく説明して頂き、不安
を取り除いて進めてほしいです。

（笠田東　50代女性）

早く進めて
町の重要な機能と職員の生命を
守るため早急に進めてください。

（東渋田　40代男性）

住民に対して説明は
住民に対して十分説明があったの
でしょうか？私は聞いていません。

（丁ノ町　20代女性）

分かりやすい新庁舎を
計画のない庁舎建設をなぜ急ぐの
か。庁舎建設予定地売却はなぜ？

（丁ノ町　60代男性）

立派よりも耐久耐震性
立派よりも耐久耐震性。住民が足
を運びたくなる仕組みや機能の検
討を。

（三谷　40代男性）

町民無視の行政の施策
庁舎建設は住民に何の話し合いも
なく進めるってどういうことか‼

（笠田東　40代男性）

建設できる？
何度も候補地変更にムダを感じて
います。本当に建設できますか？

（妙寺　30代女性）
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一 般 質 問

各ページ議員名の下の
二次元コードを読み取ると、
ユーチューブで質問映像を
見ることができます。

一
般
質
問
は
町
政
に
関
す
る
提
案
や
質
問
を
行
う
も
の
で
、

持
ち
時
間
は
１
人
60
分
。
記
事
は
、質
問
者
が
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

中阪町長

健康推進の取り組みについて
山下　慎二………………… 26

全国的な動向
　　公共施設敷地内禁煙を

松岡　宏行……… 27

旧花園温泉を改修し避難所に
浦中　隆男………………… 25

町が求める職員像を募集要項に
滝ノ上万記………………… 23

迫りくる自然災害にどう備えるか
大山　希世………………… 22

常に対等であり、尊重し合うべき
表具　　弘………………… 21

地域猫活動への支援を
東芝　弘明………………… 24

６０

町
民
の
お
も
いを
届
け
る

分
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よ
っ
て
明
確
に
示
さ
れ
て

い
る
。

問 

か
つ
ら
ぎ
町
に
住
む

誰
も
が
利
用
で
き
る

語
学
学
校
を
。

生
涯
学
習
課
長　
令
和
６

年
度
公
民
館
事
業
と
し
て
、

町
内
在
住
の
外
国
人
向
け

の
講
座
を
計
画
し
て
い
る
。

併
せ
て
、
地
域
の
住
民
が

多
様
な
言
語
を
学
ぶ
機
会

を
提
供
す
る
場
へ
と
発
展

す
る
こ
と
を
目
指
し
た
い
。

問 
今
回
の
提
案
に
関
し

て
、
教
育
長
の
考
え

は
。

教
育
長　
外
国
人
も
地
域

の
一
員
と
し
て
共
に
認
め

合
い
、
互
い
に
力
を
合
わ

せ
な
が
ら
、
社
会
を
発
展

さ
せ
て
い
く
多
文
化
共
生

社
会
の
実
現
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
住
み
や
す
い
ま

ち
づ
く
り
に
は
、
地
域
の

多
様
性
を
受
け
入
れ
、
お

互
い
を
尊
重
し
合
う
こ
と

で
あ
る
。

堂
が
本
当
に
必
要
か
。

住
民
福
祉
課
長　
子
ど
も

た
ち
が
安
心
し
て
成
長
で

き
る
環
境
を
整
え
る
に
は
、

地
域
の
多
様
な
人
と
の
つ

な
が
り
を
持
つ
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。
地
域
に
開
か

れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場

で
あ
る
こ
ど
も
食
堂
・
地

問 

か
つ
ら
ぎ
町
初
の
こ

ど
も
食
堂
は
、
２
０

２
３
年
４
月
か
ら
始
ま
り

12
月
時
点
で
13
回
開
催
、

延
べ
627
人
が
利
用
。
妙
寺

小
学
校
区
だ
け
で
な
く
、

笠
田
・
渋
田
・
大
谷
の
小

学
校
区
の
子
ど
も
も
妙
寺

公
民
館
に
集
ま
り
一
緒
に

食
事
を
し
て
い
る
。

こ
ど
も
食
堂
を
継

続
す
る
た
め
に
必

要
な
要
素
は
。

住
民
福
祉
課
長　

こ
ど
も
食
堂
の
存

在
や
活
動
の
重
要

性
を
認
識
し
て
も

ら
う
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。

問 
社
会
福
祉
か

ら
見
た
こ
ど

も
食
堂
・
地
域
食

域
食
堂
の
役
割
は
重
要
で

あ
る
。

問 

妙
寺
の
こ
ど
も
食
堂

の
拠
点
を
な
ぜ
公
民

館
に
し
た
の
か
。

生
涯
学
習
課
長　
妙
寺
公

民
館
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
核
と
し
て
の
役
割

を
担
っ
て
お
り
、
地
域
住

民
の
誰
も
が
気
軽
に
集
え

る
施
設
で
あ
る
。
担
当
課

と
し
て
発
足
当
時
か
ら
携

わ
っ
て
お
り
、
公
民
館
と

の
連
携
事
業
が
継
続
し
て

実
施
で
き
る
よ
う
、
支
援

に
努
め
た
い
と
考
え
て
い

る
。

問 
か
つ
ら
ぎ
町
に
は
、

外
国
に
ル
ー
ツ
を
持

つ
人
が
多
数
住
ん
で
い
る

が
、
外
国
人
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
が
無
い
。
子
ど
も
や

大
人
だ
け
で
な
く
、
か
つ

ら
ぎ
町
に
住
む
誰
も
が
利

用
で
き
る
語
学
学
校
を
提

案
す
る
。
第
二
言
語
を
習

得
す
る
機
会
を
全
て
の
町

民
に
、
そ
の
理
想
的
な
場

所
が
公
民
館
で
あ
る
。
か

つ
ら
ぎ
町
の
英
語
教
育
が

目
指
す
と
こ
ろ
、
そ
れ
を

測
る
モ
ノ
サ
シ
は
。

教
育
総
務
課
長　
他
者
と

の
関
わ
り
を
考
慮
し
な
が

ら
情
報
を
整
理
し
、
考
え

を
形
成
す
る
能
力
を
育
む

こ
と
。
単
元
ご
と
に
設
定

さ
れ
た
学
習
到
達
目
標
の

Ｃ
Ａ
Ｎ
︲
Ｄ
Ｏ
リ
ス
ト
に

妙寺のこども食堂風景

表具  　弘 議員

常に対等であり、
尊重し合うべき

［教育長］ 豊かな関係を築く支援を行う

こ
ど
も
食
堂
を

全
て
の
小
学
校
区
へ

［
住
民
福
祉
課
長
］

重
要
性
を
認
識
し
て
も
ら
う
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域
防
災
リ
ー
ダ
ー
育
成
に

取
り
組
む
自
主
防
災
組
織

へ
の
補
助
を
検
討
し
た
い
。

問 

本
町
に
は
地
震
学
的

に
二
種
類
の
地
震
の

脅
威
が
存
在
。
防
災
意
識

を
さ
ら
に
浸
透
さ
せ
る
た

め
に
、
地
域
の
公
民
館
に

防
災
グ
ッ
ズ
を
１
セ
ッ
ト

見
本
配
置
で
き
な
い
か
。

安
価
で
買
え
る
物
も
多
く

実
際
に
家
で
使
う
こ
と
で

防
災
意
識
に
つ
な
が
る
の

で
は
。

危
機
管
理
課
長　
公
民
館

に
防
災
グ
ッ
ズ
の
展
示
を

行
う
こ
と
は
有
益
。
配
置

方
法
は
教
育
委
員
会
や
地

域
公
民
館
と
協
議
を
進
め

た
い
。

問 
全
国
的
に
水
道
本
管

は
老
朽
化
し
て
い
る
。

本
町
の
布
設
替
え
状
況
は
。

ま
た
、
今
後
、
耐
久
性
の

あ
る
耐
震
型
資
材
を
採
用

で
き
る
か
。

上
下
水
道
課
長　
平
成
元

年
か
ら
布
設
替
え
を
実
施
。

上
水
道
の
総
延
長
は
129
㎞

あ
り
、
令
和
４
年
度
末
で

23
㎞
、
全
体
の
18
％
の
管

路
が
更
新
完
了
。
ま
た
、

震
度
７
へ
の
耐
震
性
と
100

年
以
上
の
耐
久
性
を
持
つ
、

Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｘ
や
Ｎ
Ｓ
の
耐

震
型
ダ
ク
タ
イ
ル
鉄
管
が

あ
る
。
既
に
国
道
県
道
の

主
要
道
路
の
新
設
お
よ
び

布
設
替
え
時
に
採
用
。
今

後
も
採
用
し
て
い
く
予
定
。

問 

本
町
は
南
北
が
山
に

囲
ま
れ
て
い
る
地

形
。
主
要
道
路
が
寸
断
さ

れ
た
場
合
、
山
間
地
域
は

た
ち
ま
ち
孤
立
集
落
に
な

る
。
正
確
な
情
報
を
い
ち

早
く
把
握
す
る
た
め
、
ド

ロ
ー
ン
を
活
用
で
き
な
い

か
。
画
像
を
地
図
上
に
マ

ッ
ピ
ン
グ
す
れ
ば
、
次
の

一
手
を
迅
速
に
打
つ
こ
と

が
で
き
る
。
ま
た
、
ド
ロ

ー
ン
関
係
団
体
や
ク

※

ラ
イ

シ
ス
マ
ッ
ピ
ン
グ
研
究
機

関
と
協
力
連
携
を
検
討
し

て
は
。

参
事
（
総
務・厚
生
担
当
）

民
間
企
業
や
研
究
機
関
と

の
連
携
も
重
要
で
積
極
的

な
協
力
体
制
構
築
が
必
要
。

大
型
ド
ロ
ー
ン
を
所
有
し

て
い
る
民
間
企
業
と
の
災

害
時
協
定
も
調
査
研
究
し

て
い
く
。

問 

町
長
の
考
え
は
。

町
長　
発
災
直
後
に
職
員

が
出
勤
で
き
る
状
況
か
ど

う
か
分
か
ら
な
い
。
そ
ん

な
時
、
頼
り
に
な
る
の
が

防
災
士
。
日
頃
か
ら
自
主

防
災
組
織
に
お
け
る
防
災

士
育
成
・
養
成
は
重
要
で

問 
災
害
に
お
い
て
、
地

域
の
自
助
・
共
助
力

を
高
め
る
た
め
に
防
災
士

の
活
躍
は
不
可
欠
。
本
町

で
の
防
災
士
の
現
状
は
。

危
機
管
理
課
長　
防
災
士

の
年
齢
構
成
は
30
代
～
50

代
が
22
人
、
60
代
が
18
人
、

70
代
以
上
は
20
人
、
計
60

人
の
防
災
士
が
認
証
登
録
。

地
域
の
避
難
訓
練
で
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
と
し
て
活
動
協

力
し
て
い
る
。

問 

地
域
で
の
避
難
訓
練

の
推
進
・
活
性
化
に

つ
な
が
る
よ
う
、
防
災
士

の
資
格
を
取
得
す
る
た
め

に
、
啓
発
や
補
助
金
な
ど

検
討
し
て
は
。

危
機
管
理
課
長　
防
災
士

は
地
域
防
災
力
の
要
。
地

※
ク
ラ
イ
シ
ス
マ
ッ
ピ

ン
グ
と
は

被
災
地
の
状
況
が
撮

影
さ
れ
た
写
真
を
使
い

最
新
の
被
災
状
況
を
反

映
し
た
地
図
の
こ
と
。

あ
り
、
取
り
組
み
を
進
め

て
い
く
必
要
が
あ
る
。 クライシスマッピングにより、リアルタイムに更新された仮設トイレの場所

（平成30年西日本豪雨災害時）

大山  希世 議員

迫りくる自然災害に
どう備えるか

［町長］ 防災士の育成と養成は重要
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問 
令
和
６
年
４
月
採
用

の
職
員
募
集
状
況
に

つ
い
て
、
各
職
種
の
定
員

数
と
応
募
者
数
、
受
験
者

数
は
。

総
務
課
長　
職
員
募
集
は
、

令
和
５
年
９
月
17
日
と
10

月
15
日
に
実
施
し
た
。
10

月
は
、
障
害
者
を
対
象
と

し
た
募
集
で
あ
っ
た
。
内

容
は
次
の
と
お
り
。
９
月

17
日
の
一
般
行
政
職
の
事

務
職
Ⅰ
に
は
、
採
用
予
定

人
員
が
１
人
、
申
込
者
数

が
３
人
、
受
験
者
数
が
３

人
。
９
月
17
日
の
一
般
行

政
職
事
務
職
の
Ⅱ
は
、
採

用
予
定
人
員
１
人
、
申
込

者
数
５
人
、
受
験
者
数
５

人
。
同
じ
く
９
月
17
日
一

般
行
政
職
の
土
木
職
は
、

採
用
予
定
人
員
１
人
、
申

込
者
数
１
人
、
受
験
者
数

１
人
。
10
月
15
日
に
実
施

し
た
障
害
者
を
対
象
と
し

た
採
用
試
験
は
、
一
般
行

政
職
事
務
職
と
い
う
区
分

一
つ
で
、
採
用
予
定
人
員

が
１
人
、
申
込
者
数
が
６

人
、
受
験
者
数
が
６
人
だ

っ
た
。

問 

行
政
職
の
事
務
職

Ⅰ
・
Ⅱ
は
応
募
者
数

と
採
用
人
数
を
割
れ
ば
３

倍
・
５
倍
と
、
去
年
よ
り

も
す
ご
く
増
え
て
い
る
。

一
方
、
土
木
職
は
採
用
予

定
人
員
１
人
に
対
し
て
、

申
込
者
数
、
受
験
者
数
と

も
に
１
人
だ
っ
た
。

や
は
り
専
門
職
は
応
募

者
数
が
少
な
い
と
思
う
。

今
回
の
募
集
に
お
い
て
、

一
度
の
募
集
で
定
員
が
埋

ま
っ
た
の
か
埋
ま
ら
な
か

っ
た
の
か
。
ま
た
、
結
局
、

町
が
予
定
し
た
採
用
人
数

に
対
し
て
受
験
者
数
が
何

人
で
、
合
格
者
数
は
何
人

だ
っ
た
の
か
。
定
員
が
埋

ま
っ
た
の
か
、
追
加
募
集

の
実
施
要
領
は
ど
の
よ
う

な
状
況
で
あ
っ
た
の
か
。

総
務
課
長　
初
回
の
募
集

で
当
初
の
採
用
募
集
人
員
、

土
木
職
以
外
は
達
成
を
し

た
。
し
か
し
合
格
発
表
後
、

職
員
の
退
職
申
し
出
と
か

男
性
の
育
児
休
暇
の
取

得
、
ま
た
病
気
休
暇
が
あ

っ
て
、
実
働
の
職

員
数
の
減
少
が
発

生
し
た
た
め
、
一

般
行
政
職
の
事
務

職
と
土
木
職
に
つ

い
て
、
追
加
募
集

を
１
回
実
施
し
た
。

追
加
募
集
の
試
験

は
令
和
６
年
１
月

14
日
に
実
施
し
た
。

問 

本
町
で
も
湯

浅
町
の
よ
う

に
①
経
営
感
覚
を

持
ち
、
住
民
の
期

待
に
応
え
る
職
員
、

②
コ
ス
ト
意
識
を

持
ち
、
効
率
・
効

果
的
な
行
政
運
営

を
行
う
こ
と
が
で

き
る
職
員
、
③
住

民
の
視
点
に
立
っ

て
考
え
、
的
確
に

ニ
ー
ズ
を
把
握
し

行
動
で
き
る
職
員
、

と
い
う
よ
う
な
記
載
を
募

集
要
項
に
加
え
る
べ
き
で

は
。

総
務
課
長　
ど
の
よ
う
な

人
材
を
求
め
る
か
的
確
に

す
る
の
は
大
切
な
の
で
、

前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

そ
の
他　

学
校
施
設
の

防
犯
対
策
に
つ
い
て
質
問

し
た
。

高度なスキルが求められる町職員。努力にエールを送りたい。

町が求める職員像を
募集要項に  

［総務課長］ 前向きに検討したい

滝ノ上万記 議員
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地域猫活動への支援を  
［副町長］ ふるさと納税に項目を加えたい

問 
野
良
猫
の
苦
情
と
実

態
は
。

環
境
課
長　
猫
の
ふ
ん
尿

被
害
や
餌
や
り
の
苦
情
が

多
い
。
出
産
に
よ
っ
て
１

匹
か
ら
１
年
で
20
匹
に
増

え
る
可
能
性
が
あ
る
。
野

良
猫
は
３
年
か
ら
５
年
ほ

ど
し
か
生
き
ら
れ
な
い
。

問 

猫
も
犬
も
法
が
定
め

た
愛
護
動
物
。
殺
し

た
り
傷
つ
け
る
と
ど
う
な

る
の
か
。

環
境
課
長　
殺
し
た
り
傷

つ
け
る
と
５
年
以
下
の
懲

役
ま
た
は
500
万
円
以
下
の

罰
金
。
虐
待
や
遺
棄
は
１

年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
100

万
円
以
下
の
罰
金
。

問 

地
域
猫
活
動
と
は
。

環
境
課
長　
野
良
猫
を
捕

獲
し
、
不
妊
去
勢
手
術
を

施
し
、
元
い
た
場
所
へ
帰

す
活
動
。
不
妊
手
術
を
行

い
耳
を
Ｖ
字
に
カ
ッ
ト
し

た
猫
は
、
さ
く
ら
ね
こ
と

呼
ば
れ
て
い
る
。

問 

さ
く
ら
ね
こ
無
料
不

妊
手
術
チ
ケ
ッ
ト
の

利
用
実
績
は
。

環
境
課
長　
本
町
は
、
公

益
財
団
法
人
ど
う
ぶ
つ
基

金
に
よ
る
、
さ
く
ら
ね
こ

無
料
不
妊
手
術
事
業
を

活
用
し
て
い
る
。

昨
年
９
月
か
ら

今
年
の
２
月
末

現
在
で
66
匹
。

問 
支
援
の
充

実
を
。

環
境
課
長　
捕

獲
器
が
必
要
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
活
動
内
容
を

把
握
し
た
い
。

譲
渡
会
を
検
討

し
、
学
習
会
は

開
催
で
き
れ
ば

と
考
え
る
。

問 

職
員
体
制
の
確
立
を
。

ふ
る
さ
と
納
税
に
地

域
猫
活
動
を
支
援
す
る
項

目
を
。

副
町
長　
体
制
は
臨
機
応

変
に
対
応
し
た
い
。
財
源

と
し
て
い
る
例
が
あ
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
に
地
域
猫

活
動
の
項
目
を
加
え
た
い
。

問 

Ｓ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
と
は
何
か
。

住
民
福
祉
課
長　
性
的
指

向
・
セ
ク
シ
ャ
ル
オ
リ
エ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、性
自
認・

ジ
ェ
ン
ダ
ー
ア
イ
デ
ン
テ

ィ
テ
ィ
の
頭
文
字
を
と
っ

た
も
の
。
全
て
の
人
が
多

様
な
性
の
当
事
者
で
あ
る

こ
と
に
焦
点
を
当
て
て
い

る
。

問 

全
て
の
人
が
多
様
な

性
の
当
事
者
。
こ
の

中
に
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
の
人
々

も
い
る
。
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
の

人
は
、日
本
人
の
中
に
８・

９
％
存
在
す
る
と
い
う
調

査
が
あ
る
。
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
シ

ッ
プ
宣
誓
制
度
の
導
入
を

求
め
る
。

住
民
福
祉
課
長　
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
は
、
ジ

ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
実
現
す

る
一
つ
の
手
段
と
な
り
、

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
言
、導
入
へ

［
町
長
］家

族
同
様
に
扱
う
こ
と
が
原
則

住
民
意
識
の
醸
成
に
つ
な

が
る
。

問 

制
度
の
要
綱
を
作
る

た
め
に
準
備
し
て
ほ

し
い
。

参
事
（
総
務・厚
生
担
当
）

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度

導
入
に
向
け
研
究
し
、
周

知
方
法
、
導
入
に
伴
う
行

政
の
文
書
等
々
も
検
討
し

た
い
。

問 

宣
誓
世
帯
に
対
す
る

補
助
や
助
成
金
に
対

し
、
普
通
の
世
帯
と
同
じ

よ
う
に
扱
う
検
討
を
。

町
長　
法
律
が
あ
る
の
で

で
き
な
い
こ
と
は
除
き
、

宣
誓
者
に
対
し
、
家
族
同

様
に
扱
う
こ
と
が
原
則
。

対
象
事
業
の
洗
い
出
し
を

含
め
検
討
す
る
。
採
用
し

た
役
場
職
員
に
も
同
様
の

扱
い
が
で
き
る
よ
う
検
討

す
る
。

さくらねこへの餌やりの様子

東芝  弘明 議員
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問 
南
海
ト
ラ
フ
地
震
や

中
央
構
造
線
な
ど
の

大
規
模
地
震
が
発
生
す
れ

ば
、
花
園
に
通
じ
る
主
要

道
路
は
土
砂
崩
れ
や
岩
盤

の
崩
落
に
よ
り
、
広
範
囲

に
わ
た
っ
て
通
行
が
で
き

な
く
な
る
。
復
旧
が
遅
れ

れ
ば
、
長
期
間
の
避
難
生

活
が
想
定
さ
れ
る
。
避
難

所
を
ど
う
確
保
す
る
の
か
。

花
園
地
域
振
興
課
長　
役

場
職
員
が
開
設
す
る
緊
急

避
難
所
は
花
園
生
活
改
善

セ
ン
タ
ー
。
必
要
に
応
じ

開
設
す
る
一
時
避
難
所
は
、

花
園
保
健
福
祉
館
な
ど
７

カ
所
、
計
８
カ
所
が
設
置

さ
れ
て
い
る
。

参
事
（
建
設・産
業
担
当
）

地
震
に
対
し
て
使
用
で
き

る
の
は
、
は
な
ぞ
の
温
泉

「
花か

圃ほ

の
里さ
と
」、
旧
花
園
中

学
校
、
久
木
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
の
３
カ
所
と

な
る
の
で
、
追
加
の
避
難

施
設
の
検
討
を
進
め
て
い

る
。

問 
旧
花
園
温
泉
を
指
定

避
難
所
と
し
て
活
用

で
き
な
い
か
。

問 

レ
ス
ト
ラ
ン
棟
に
あ

る
厨
房
の
排
水
溝
か

ら
の
臭
い
対
策
は
。
ま
た
、

ト
イ
レ
床
の
排
水
口
か
ら

の
臭
い
対
策
は
。

産
業
観
光
課
長　
厨
房
か

ら
の
排
水
に
含
ま
れ
る
油

脂
や
生
ご
み
を
分
離
・
貯

留
す
る
グ
リ
ス
ト
ラ
ッ
プ

を
、
厨
房
内
に
設
置
し
て

い
る
こ
と
が
根
本
的
な
臭

い
の
原
因
。
ト
イ
レ
は
浄

化
槽
か
ら
の
臭
気
の
逆
流

が
原
因
で
あ
る
。

問 
車
い
す
を
利
用
す
る

人
の
た
め
に
、
２
台

分
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
あ

る
が
、
表
示
が
あ
い
ま
い

で
、
利
用
者
か
ら
再
々
苦

情
が
あ
る
。
改
善
を
。

町
長　
駐
車
場
の
表
示
は
、

令
和
６
年
度
早
急
に
対
応

す
る
。
グ
リ
ス
ト
ラ
ッ
プ

を
含
め
た
排
水
、
ト
イ
レ

の
浄
化
槽
の
問
題
に
つ
い

て
も
、
で
き
る
だ
け
令
和

６
年
度
中
で
対
応
し
た
い
。

問 

施
設
の
不
具
合
は
、

ど
の
時
点
で
改
修
す

る
か
決
め
て
お
く
必
要
が

あ
る
の
で
は
。

町
長　
大
き
な
不
備
、
工

事
が
発
生
す
る
際
は
、
ど

の
よ
う
な
形
で
工
事
に
着

手
す
る
か
、
あ
る
一
定
取

り
決
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

問 

施
設
や
備
品
な
ど
何

回
も
修
理
を
す
れ
ば

負
担
も
多
く
な
る
。
空
調

設
備
と
冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫

も
年
月
の
経
過
と
と
も
に

劣
化
し
、
故
障
す
る
と
商

品
を
廃
棄
処
分
す
る
こ
と

に
な
る
。

町
長　
経
営
・
運
営
の
観

点
か
ら
一
刻
も
早
い
対
応

が
求
め
ら
れ
る
。
大
規
模

修
繕
も
、
年
度
終
了
後
の

納
付
金
で
の
相
殺
を
前
提

に
、
指
定
管
理
者
が
立
て

替
え
て
修
繕
す
る
こ
と
は

可
能
で
あ
る
。
包
括
協
定

の
中
に
入
れ
て
お
く
必
要

が
あ
る
。

町
長　
か
な
り
の
設
備
の

変
更
が
必
要
で
あ
る
。
花

園
支
所
の
庁
舎
が
近
隣
の

住
民
が
逃
げ
る
場
所
と
し

て
ふ
さ
わ
し
い
か
、
具
体

的
な
検
証
が
さ
れ
て
い
な

い
の
で
抜
本
的
に
見
直
し

て
い
く
。
旧
花
園
温
泉
も

含
め
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
。

旧花園温泉

旧花園温泉を改修し
避難所に  

［町長］ 花園支所の検証と含めて検討する

浦中  隆男 議員

道
の
駅「
く
し
が
き
の
里
」の
対
応
は

　
　
　
　
　
　
　
　［
町
長
］早

い
対
応
が
求
め
ら
れ
る
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問 
健
康
寿
命
日
本
一
へ

の
取
り
組
み
と
、
県

内
で
の
本
町
の
位
置
は
。

健
康
推
進
課
長　
関
係
機

関
と
連
携
し
な
が
ら
、
健

康
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

事
業
を
展
開
し
て
き
た
。

自
治
区
に
も
協
力
し
て
も

ら
い
、
地
域
で
健
康
講
座

や
検
診
の
受
診
率
向
上
や
、

健
康
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
も
開

催
し
た
。
本
町
の
健
康
寿

命
は
、
令
和
２
年
度
、
男

性
は
10
位
、
女
性
は
13
位

と
な
っ
て
お
り
、
男
女
と

も
に
健
康
寿
命
が
延
伸
し

て
い
る
。

問 

町
民
が
自
分
の
こ
と

を
現
状
把
握
す
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。
体
力

測
定
な
ど
を
行
い
町
民
の

体
力
、
生
活
習
慣
の
聞
き

取
り
を
行
い
、
デ
ー
タ
化

す
る
こ
と
に
よ
り
、
的
確

な
指
導
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
と
思
う
が
、
公
民
館

等
へ
出
張
を
す
る
取
り
組

み
が
必
要
で
は
。

生
涯
学
習
課
長　
令
和
６

年
度
か
ら
は
健
康
推
進
課

が
行
っ
て
い
る
フ
レ
イ
ル

チ
ェ
ッ
ク
と
併
せ
、
高
齢

者
を
対
象
と
し
た
体
力
・

運
動
能
力
調
査
を
、
山
間

部
の
公
民
館
で
実
施
を
し

て
い
き
た
い
。
民
間
の
協

力
に
つ
い
て
も
今
後
検
討

し
て
い
き
た
い
。

問 

町
と
し
て
ど
う
い
う

方
向
性
で
進
め
て
い

く
の
か
。

町
長　
本
町
も
従
前
は
、

み
ん
な
で
一
緒
に
な
っ
て

運
動
し
て
い
く
よ
う
な
機

会
が
あ
っ
た
が
、
時
代
の

流
れ
と
と
も
に
衰
退
し
て

き
た
。
今
で
は
個
人
の
趣

味
・
趣
向
に
よ
っ
て
運
動

す
る
よ
う
な
機
会
を
捉
え

る
こ
と
し
か
な
い
の
で
、

こ
れ
ら
を
ど
の
よ
う
に
し

て
広
げ
て
い
く
か
と
い
う

こ
と
は
、
い
ま
一
度
原
点

に
立
ち
返
る
必
要
が
あ
る
。

問 

転
落
事
故
が
あ
っ
た

場
合
、
町
は
ど
の
程

度
、担
当
課
と
情
報
交
換・

情
報
共
有
を
し
て
い
る
の

か
。

建
設
課
長　
交
通
安
全
プ

ロ
グ
ラ
ム
制
度
を
通
し
て
、

通
学
路
沿
い
の
危
険
箇
所

の
情
報
共
有
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
交
通
安
全
プ

ロ
グ
ラ
ム
以
外
で
も
、
死

亡
事
故
や
大
き
な
事
故
等

の
情
報
を
共
有
し
て
い
る
。

問 

危
険
な
用
水
路
に
対

し
、
反
射
灯
や
水
路

専
用
の
反
射
式
誘
導
金
具

の
設
置
を
お
願
い
し
た
い
。

建
設
課
長　
夜
間
に
道
路

と
水
路
の
境
界
が
わ
か
り

に
く
く
、
町
道
に
隣
接
し

た
危
険
箇
所
に
つ
い
て
は
、

反
射
灯
、
区
画
線
な
ど
、

現
場
に
合
わ
せ
た
対
策
の

用
水
路

転
落
防
止
対
策
の
強
化

［
建
設
課
長
］

計
画
的
に
対
策
を
実
施
し
た
い

検
討
を
行
い
、
計
画
的
に

対
策
を
実
施
し
た
い
。

問 

関
係
各
所
全
て
が
集

う
、
用
水
路
等
転
落

事
故
防
止
対
策
検
討
会
な

ど
の
設
置
は
ど
う
か
。

参
事
（
建
設・産
業
担
当
）

通
学
路
安
全
推
進
会
議
で

も
高
齢
者
や
障
害
者
団
体

と
の
関
係
が
あ
り
、
定
期

的
な
協
議
を
行
っ
て
い
る

が
、
庁
内
各
課
そ
の
他
警

察
や
消
防
な
ど
、
関
係
機

関
と
の
連
携
を
密
に
し
な

が
ら
、
転
落
危
険
箇
所
の

把
握
・
対
策
に
努
め
た
い
。

山下  慎二 議員

健康推進の
取り組みについて  

［町長］ 原点に立ち返る必要がある
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問 
健
康
増
進
法
改
正
に

よ
る
対
応
は
。

総
務
課
長　
公
共
施
設
敷

地
内
禁
煙
だ
が
、
例
外
と

し
て
特
定
屋
外
喫
煙
場
所

が
認
め
ら
れ
て
い
る
の
で

設
置
し
て
い
る
。

問 

多た

治じ

見み

市
は
望
ま
な

い
た
ば
こ
の
被
害
か

ら
市
民
を
守
る
条
例
を
制

定
し
、
市い
ち
川か
わ
市
は
指
針
を

ま
と
め
て
公
共
施
設
敷
地

内
禁
煙
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
全
国
的
に
市
町
村
だ

け
で
な
く
民
間
も
取
り
組

ん
で
い
る
状
況
を
ど
の
よ

う
に
捉
え
て
い
る
か
。

副
町
長　
健
康
増
進
法
に

基
づ
き
公
共
施
設
敷
地
内

禁
煙
に
取
り
組
む
べ
き
。

喫
煙
者
、
非
喫
煙
者
を
尊

重
し
て
特
定
屋
外
喫
煙
場

所
を
設
置
す
る
こ
と
も
必

要
。

問 

令
和
２
年
厚
労
省
調

査
で
、
行
政
機
関
の

公
共
施
設
敷
地
内
全
面
禁

煙
が
66
・
１
％
。
禁
煙
、

分
煙
を
検
討
す
る
時
、
敷

地
内
禁
煙
に
取
り
組
む
傾

向
と
報
告
が
あ
る
。
住
民

の
健
康
を
考
え
、
民
間
企

業
の
模
範
と
な
る
よ
う
公

共
施
設
敷
地
内
を
禁
煙
に

し
て
は
。

町
長　
喫
煙
の
リ
ス
ク
は

認
識
し
て
い
る
。
さ
ま
ざ

ま
な
人
が
利
用
す
る
公
共

施
設
は
、
法
的
に
喫
煙
が

認
め
ら
れ
て
い
る
以
上
、

喫
煙
者
と
禁
煙
者
の
ニ
ー

ズ
を
満
た
す
こ
と
が
大
事
。

問 

令
和
６
年
度
予
算
の

庁
舎
喫
煙
場
所
設
置

工
事
20
万
円
は
、
全
国
の

公
共
施
設
敷
地
内
禁
煙
が

66
％
と
大
き
く
進
む
中
、

正
反
対
の
取
り
組
み
で
は
。

町
長　
国
で
決
ま
っ
て
い

る
ル
ー
ル
を
基
に
喫
煙
者
、

禁
煙
者
の
ニ
ー
ズ
を
満
た

す
こ
と
が
現
段
階
で
必
要

な
政
策
。

問 

ア
ン
ケ
ー
ト
で
「
消

防
団
員
報
酬
が
個
人

口
座
に
振
り
込
ま
れ
た
が

分
団
に
渡
し
た
。
報
酬
は

個
人
の
も
の
に
す
べ
き
」

と
意
見
が
あ
っ
た
。
消
防

団
員
報
酬
と
運
営
は
。

危
機
管
理
課
長　
令
和
３

年
消
防
庁
通
知
に
よ
り
、

団
員
報
酬
と
団
の
運
営
費

の
区
別
が
求
め
ら
れ
、
報

酬
は
２
万
５
０
０
０
円
か

ら
３
万
６
５
０
０
円
に
、

費
用
弁
償
や
補
助
金
も
区

別
さ
れ
た
。
令
和
４
年
度

か
ら
報
酬
は
個
人
口
座
に

振
り
込
ま
れ
て
い
る
。

問 

群
馬
県
藤ふ
じ
岡お
か
市
は
消

防
団
員
の
処
遇
改
善

の
た
め
出
動
報
酬
を
新
設

し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の
声

や
藤
岡
市
を
踏
ま
え
て
、

消
防
団
員
の
処
遇
改
善
や

運
営
費
の
増
額
を
。

町
長　
運
営
費
を
補
助
金

で
対
応
す
る
の
は
精
査
す

べ
き
。
今
後
処
遇
改
善
は

抜
本
的
に
見
直
す
。

問 

消
防
団
員
が
消
防
活

動
の
た
め
自
家
用
車

で
移
動
中
の
事
故
対
応
は
。

危
機
管
理
課
長　
対
人
対

物
は
町
が
賠
償
責
任
を
、

団
員
の
け
が
は
公
務
災
害

補
償
制
度
。
団
員
の
車
両

は
最
大
10
万
円
の
見
舞
金

支
給
。

問 

10
万
円
の
見
舞
金
で

は
不
備
が
あ
り
、
消

防
団
員
が
心
配
な
く
活
動

で
き
な
い
の
で
は
。

参
事
（
総
務・厚
生
担
当
）

現
在
の
制
度
で
は
難
し
い

の
で
、
今
後
前
向
き
に
改

善
し
た
い
。

松岡  宏行 議員

鳥取県江
こう

府
ふ

町、埼玉県幸
さっ

手
て

市の
公共施設敷地内禁煙のポスター

消
防
団
員
の
条
件
整
備
を

［
町
長
］処

遇
改
善
は
抜
本
的
に
見
直
す

全国的な動向
公共施設敷地内禁煙を  

［町長］ 喫煙者と禁煙者のニーズを満たす
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議
会
業
務
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）

の
内
容
審
議
、
校
正
作
業
を
行
う
。

今
後
は
、
町
当
局
と
の
す
り
合
わ
せ

等
の
協
議
を
経
て
計
画
を
完
成
さ
せ

る
。１

月
22
日
～
23
日
に
熊
本
県
益ま

し
城き

町ま
ち
へ
視
察
研
修
。
被
災
後
の
議
会
活

動
お
よ
び
議
員
個
々
の
行
動
に
つ
い

て
、
生
の
声
を
聞
か
せ
て
も
ら
っ
た
。

今
後
の
議
員
活
動
に
生
か
し
た
い
。

研
修
に
行
っ
た
議
員
の
声

・
被
災
直
後
、
議
員
は
住
民
の
一
員

と
し
て
住
民
と
共
に
活
動
す
る
こ

と
の
必
要
性
と
重
要
性
を
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

・
障
害
者
、
高
齢
者
、
乳
幼
児
の
避

難
方
法
は
、
日
頃
か
ら
の
訓
練
が

必
要
。

・
専
門
的
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
集
団
と

協
定
（
協
力
要
請
）
を
結
ん
で
お

く
必
要
が
あ
る
。

２
月
13
日
に
、
民
間
活
用
に
よ
る

基
本
構
想
と
令
和
11
年
ま
で
の
計
画

案
が
提
案
さ
れ
た
。
庁
舎
は
花
園
支

所
を
除
い
て
集
約
す
る
方
向
。
庁
舎

整
備
支
援
業
務
委
託
は
６
業
務
あ
り
、

リ
ス
ク
を
踏
ま
え
る
と
、
一
括
で
な

く
分
散
も
検
討
す
べ
き
と
い
う
意
見

も
あ
っ
た
。

３
月
12
日
町
長
が
出
席
し
て
「
民

間
活
用
で
、
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち

づ
く
り
の
手
段
と
し
て
庁
舎
建
設
を

位
置
付
け
た
い
。
業
務
委
託
を
分
割

す
れ
ば
１
１
０
０
万
円
の
増
と
業
務

が
延
び
る
。
住
民
に
は
行
政
説
明
会

で
説
明
し
た
い
」
と
説
明
が
あ
っ
た
。

委
員
会
は
町
長
の
考
え
や
説
明
が

必
要
な
た
め
、
今
後
出
席
す
る
よ
う

申
し
入
れ
た
。

今
後
は
、
御
坊
市
新
庁
舎
の
視
察
、

民
間
活
用
の
研
修
等
を
予
定
し
て
い

る
。

和
泉
市
新
庁
舎
を
視
察

15
年
間
検
討
を
重
ね
、
分
散
、
借

地
解
消
等
に
取
り
組
み
、
現
地
で
建

て
替
え
た
。

庁
舎
建
設
調
査
検
討
特
別
委
員
会

総
務
産
業
常
任
委
員
会

庁
舎
建
設
で
ま
ち
づ
く
り
を

熊
本
県
益
城
町
の

　
 　

復
興
状
況
を
視
察

和泉市であいさつをする松岡委員長

横ずれが２ｍにわたって発生した田んぼ（益城町）
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１０１号から紙面がフルカラーになりました。
以前、紙面が大きく変化するときに題字を変えようという
申し合わせをしていました。題字は「かけはし」となります。
議会だよりを住民と議会との「架け橋」に。
全議員でこの思いを込めました。
ぜひ手に取ってご覧ください。

題字は に決定!!

議会モニターとの懇談の様子

３
月
１
日
、
令
和
６
年
度
予
算
の
勉
強
会
を
開
催

し
た
。
担
当
課
か
ら
新
規
・
拡
充
事
業
を
中
心
に
説

明
を
受
け
た
後
に
、
各
委
員
か
ら
深
い
内
容
の
質
疑

が
行
わ
れ
た
。

１
月
会
議
で
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
『
年
金
制
度

に
お
け
る
外
国
人
へ
の
脱
退
一
時
金
の
是
正
を
求
め

る
意
見
書
の
採
択
を
求
め
る
陳
情
』
は
、「
実
態
が

わ
か
ら
な
い
」「
国
に
任
せ
る
べ
き
」
な
ど
の
意

見
が
出
さ
れ
、
全
員
反
対
で
不
採
択
と
な

っ
た
。（
本
会
議
で

も
全
員
反
対
で
不

採
択
）

１
月
11
日
に
大
谷
地
区
、
３
月
21

日
に
見
好
地
区
に
出
向
き
青
少
年
育

成
協
議
会
の
人
々
と
懇
談
し
た
。

令
和
６
年
度
議
会
モ
ニ
タ
ー
公
募

４
人
の
選
考
を
行
っ
た
。
令
和
５
年

度
議
会
モ
ニ
タ
ー
９
人
と
２
回
に
分

け
て
懇
談
し
た
。

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

広
報
広
聴
特
別
委
員
会

令
和
６
年
度
の

予
算
を
学
ぶ

陳
情
は
不
採
択

青
少
年
育
成
協
議
会
と
懇
談
会
開
催

基
本
条
例
は
条
文
の
１
条
ご
と
に
議
論
し
て

作
業
が
終
わ
る
と
こ
ろ
ま
で
進
ん
だ
。
次
は
会

議
規
則
や
通
年
議
会
の
要
綱
の
見
直
し
へ
。
吟

味
の
一
つ
一
つ
が
議
員
間
協
議
そ
の
も
の
。
基

本
条
例
の
見
直
し
が
終
わ
っ
た
の
で
大
き
な
山

を
登
っ
て
下
り
た
感
じ
が
す
る
。

議
会
運
営
委
員
会

大
き
な
山
を

登
っ
て
下
り
た
感
じ
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表紙写真
紹介

第
５
次
基
本
構
想
の
期
間
は
、
令

和
６
年
度
か
ら
令
和
17
年
度
ま
で
の

12
年
間
。
基
本
計
画
は
、
前
期
・
中

期
・
後
期
に
分
か
れ
て
お
り
、
今
回

具
体
化
し
た
の
は
、
令
和
６
年
度
か

ら
９
年
度
ま
で
の
４
年
間
。

こ
の
構
想
は
、
町
民
憲
章
を
基
本

理
念
に
「
み
ん
な
が
住
み
や
す
く　

笑
顔
と
活
気
あ
ふ
れ
る　
か
つ
ら
ぎ

町
」
と
い
う
将
来
像
を
打
ち
出
し

た
。
令
和
17
年
度
末
の
人
口
目
標
は

１
万
３
０
０
０
人
。
こ
れ
は
人
口
減

少
に
歯
止
め
を
か
け
よ
う
と
い
う
も

の
。委

員
会
は
、
１
月
に
提
言
書
を
町

長
に
提
出
し
た
。
全
員
賛
成
で
可
決

し
た
基
本
構
想
と
基
本
計
画
に
は
、

町
の
審
議
会
の
意
見
や
議
会
の
意
見

が
数
多
く
反
映
さ
れ
た
。
人
口
減
少

が
進
み
将
来
が
見
通
せ
な
い
中
、
ま

ち
づ
く
り
の
努
力
が
求
め
ら
れ
、
試

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

議
会
だ
よ
り
97
号
は
、
第
38
回
町
村
議
会
広
報
全
国
コ

ン
ク
ー
ル
で
優
良
賞
（
第
８
位
）
と
な
っ
た
。
入
選
は
今

回
で
２
回
目
。
住
民
の
声
を
反
映
さ
せ
る
紙
面
、
分
か
り

や
す
い
編
集
が
評
価
さ
れ
た
。

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

長
期
総
合
計
画
調
査
検
討
特
別
委
員
会

全
国
コ
ン
ク
ー
ル

２
度
目
の
入
選

町
民
と
議
会
の
提
案
が

生
き
る
計
画
に

編集委員と事務局の努力が実った。

新
堀
行
雄
議
員
が
去
る

２
月
７
日
に
逝
去
さ
れ
ま

し
た
。
18
年
間
議
員
を
務

め
ら
れ
、
５
期
目
の
途
中

で
の
訃
報
と
な
り
ま
し
た
。

議
長
や
各
委
員
長
な
ど
を

歴
任
さ
れ
、
十
分
な
準
備

を
し
た
上
で
的
確
な
質
疑

を
行
う
議
員
で
し
た
。
ご

冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

か
つ
ら
ぎ
町
議
会
議
長

溝
北　
好
一

新
堀
行
雄
議
員
が
逝
去

紙面リニューアル
後、初めての表紙は
町の花であるアジサ
イ。西

にし
浦
うら

康
やす

祐
ひろ

さん（滝）
が丹生酒殿神社で撮
影した１枚。

おわびと訂正
議会だより１００号中６頁に誤りがありました。

おわびして訂正いたします。
（誤）実質交際比率　→　（正）実質公債費比率
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議会モニターの声m o n i t o r ' s  v o i c e

本会議

質問の内容、及びそれに対する答弁ともよく調
査・精査されていて、理解しやすく、説得力のある
ものでした。
特に病児保育の必要性については、現在の社
会情勢から喫緊の課題であると思いました。
また自治区・町内会の問題に関しても、解決しな
ければならない事項です。
水道管破損に関して、設置後耐用年数が過ぎ

ていることから、取替えなどの大幅投資が必要で
あることも審議して欲しいと思います。
ファミリーサポート事業、非常に重要な案件で
実現できればすばらしいと思います。ただこの不
景気の中、提供できる側がそんなにいるのかとい
う感じはします。

（７０代男性）

観光コンテンツ造成事業が中止になった件は、
残念でした。ただ、経過を聞いて思ったのですが、
一般の企業であれば新しい事業を検討する際は、
反対意見を尊重して慎重に計画を練ります。
ＩＣＴ支援員配置については、よく内容を精査さ
れ、また紀の川市まで出向かれて資料を作成され
た点、大変感心いたしました。

（７０代男性）

高齢者男性の社会参加や、部活動の指導者な
ど、地域が必要とする人材が過疎化や長年続く不
景気の影響で集まりにくくなっています。魅力あ

る町づくりを通じて人口の流出を
防ぎ、特に若年層の町内定着を目
指したいと思います。

（７０代男性）

議会だより編集特別委員会

要点をまとめているので、読者も
理解しやすい。動画を見れない環境、
苦手な人もいるので議会だよりの冊
子は今後も必要。

（４０代男性）

庁舎建設調査検討特別委員会

傍聴に行けなかった際の資料を、自宅まで届け
て下さいます。いつも感謝しております。

（６０代男性）

映像配信
動画では、議会の雰囲気がよく伝わり、会場で
傍聴しなくても興味がある審議に皆さんが自由に
視聴できるのが良い。映像に議題の文字が大きく
表示されているのは何を議論しているかよくわか
る。

（４０代男性）

町民の声を議会運営に反映するた
め、議会モニター制度を実施してい
る。提出された感想等レポートの一
部を原文のまま抜粋し掲載する。

令和５年度

31│

委
員
会
報
告
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Ｑ
か
つ
ら
ぎ
町
へ
移
住
し
た

経
緯
は
。

Ａ
娘
か
ら
隣
の
家
が
空
い
た

と
の
連
絡
を
受
け
、
10
年

先
を
考
え
た
ら
近
く
に
身
内
が

い
る
方
が
良
い
と
考
え
、
妻
と

移
住
し
ま
し
た
。

　Ｑ
清
掃
活
動
を
始
め
た
き
っ

か
け
は
。

Ａ
こ
こ
へ
引
っ
越
し
を
し
て

か
ら
、
毎
朝
の
散
歩
が
習

慣
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
散
歩

コ
ー
ス
で
ご
み
が
よ
く
目
に
つ

き
、
ど
う
せ
な
ら
散
歩
中
に
ご

み
を
拾
う
よ
う
に
す
れ
ば
と
始

め
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。
ま

た
、
２
～
３
年
前
か
ら
雨
の
日

以
外
は
毎
朝
５
時
30
分
か
ら
約

２
時
間
除
草
作
業
を
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
私
は
夢
を
持

つ
こ
と
が
好
き
、
夢
が
あ
る
か

ら
働
く
こ
と
が
で
き
る
。
人
生

80
歳
か
ら
楽
し
く
な
る
の
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
こ
の
活
動
を
継
続
で
き
る

原
動
力
は
。

Ａ
続
け
ら
れ
る
理
由
は
、
た

だ
た
だ
自
分
が
住
ん
で
い

る
町
を
き
れ
い
に
し
た
い
か
ら

で
す
。
そ
し
て
、
そ
の
成
果
が

町
を
き
れ
い
に
!

そ
し
て
自
身
も
キ
ラ
リ
と
輝
い
て

約１３年前に大阪から移住し、自身の
散歩コースのごみ拾いや道路の除草
作業などの清掃活動を長年続けている
大薮在住の酒井義昭さんを紹介します。
酒井さんは令和５年度議会モニターで
もあります。

目
に
見
え
て
分
か
る
か
ら
で

す
。
町
を
き
れ
い
に
す
る
活
動

の
連
鎖
反
応
が
起
こ
っ
て
ほ
し

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
本
町
の
印
象
を
聞
か
せ
て

く
だ
さ
い
。

Ａ
以
前
、
岸
和
田
市
、
堺
市
、

大
阪
市
に
住
ん
で
い
ま
し

た
が
、
こ
ん
な
自
然
や
景
色
の

素
晴
ら
し
い
所
は
他
に
な
か
っ

た
で
す
。
朝
夕
の
紀
の
川
周
辺

の
景
色
な
ど
は
最
高
な
ん
で
す

よ
。
引
っ
越
し
て
き
た
当
時
は

不
便
さ
も
感
じ
て
い
ま
し
た

が
、
府
県
間
ト
ン
ネ
ル
が
開
通

し
、
交
通
量
は
間
違
い
な
く
増

え
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
可
能

性
の
あ
る
、
伸
び
し
ろ
の
あ
る

町
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
夢
を
持
っ
て
頑
張
っ
て

も
ら
い
た
い
で
す
。

Ｑ
議
会
モ
ニ
タ
ー
に
参
加
し

て
み
て
ど
う
で
し
た
か
。

Ａ
私
は
、
生
活
に
は
緊
張
と

緩
和
が
必
要
だ
と
思
っ
て

お
り
、清
掃
活
動
が「
緩
和
」で
、

モ
ニ
タ
ー
活
動
が
「
緊
張
」
で

し
た
。
だ
か
ら
、
議
会
傍
聴
に

は
い
つ
も
ス
ー
ツ
を
着
て
行
き

ま
し
た
。
議
員
も
事
前
に
よ
く

調
べ
な
い
と
質
問
で
き
な
い
こ

と
が
分
か
り
、
真
剣
に
取
り
組

ま
れ
て
い
る
姿
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

酒
さか

井
い

 義
よし

昭
あき

さん


